
康
楽
寺
本
の
親
鸞
伝
絵
に
つ
い
て

一

康
楽
寺
本
の
親
鸞
伝
絵
に
つ
い
て

─ 
康
永
本
お
よ
び
照
願
寺
本
と
の
対
比
に
よ
る
考
察 

─

祢
　
津
　
宗
　
伸

は
じ
め
に

　

親
鸞
の
生
涯
を
絵
巻
物
に
し
た
親
鸞
伝
絵
は
、
周
知
の
よ
う
に
本
願
寺
覚
如
が
制

作
し
た
。
東
本
願
寺
所
蔵
の
『
本
願
寺
聖
人
伝
絵
』（
康
永
本
）
奥
書
に
よ
る
と
、

最
初
の
親
鸞
伝
絵
は
永
仁
三
（
一
二
九
五
）
年
に
成
立
し
た
。
こ
の
親
鸞
伝
絵
は
二

巻
本
で
あ
っ
た
と
い
い
、
初
稿
本
と
通
称
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
本
稿
で
は
用
語
の

混
乱
を
回
避
す
る
た
め
、
あ
え
て
根
本
伝
絵
と
呼
称
す
る
こ
と
と
す
る（

（
（

。
こ
の
根
本

伝
絵
の
詞
は
覚
如
が
起
草
し
て
覚
如
自
身
が
揮
毫
し
、
絵
は
「
画
工
法
眼
浄
賀
、
号

康
楽
寺
」
で
あ
っ
た
と
い
う
。
そ
し
て
根
本
伝
絵
成
立
か
ら
二
ヶ
月
後
の
年
紀
が
記

さ
れ
て
い
る
の
が
専
修
寺
所
蔵
の
『
善
信
聖
人
親
鸞
伝
絵
』（
高
田
本
）
で
あ
り
、

詞
書
は
覚
如
の
筆
と
す
る
説
が
有
力
で
、
絵
は
画
工
の
名
は
記
さ
れ
て
い
な
い
が
浄

賀
で
あ
ろ
う
と
さ
れ
て
い
る
。

　

し
か
し
、
康
永
本
奥
書
に
よ
る
と
根
本
伝
絵
は
南
北
朝
動
乱
の
渦
中
で
兵
火
に
遭

い
、
建
武
三
（
一
三
三
六
）
年
の
本
願
寺
炎
上
に
と
も
な
い
「
焼
失
不
知
行
方
」
に

な
っ
た
。
そ
の
後
、覚
如
は
暦
応
二
（
一
三
三
九
）
年
に
親
鸞
伝
絵
の
「
或
本
」「
荒

本
」
を
入
手
し
、
こ
れ
を
基
に
親
鸞
伝
絵
を
再
治
し
て
四
巻
本
の
『
本
願
寺
聖
人
伝

絵
』
を
康
永
二
（
一
三
四
三
）
年
に
完
成
さ
せ
た
。
こ
れ
が
康
永
本
で
あ
り
、
詞
は

覚
如
が
執
筆
し
、
絵
は
巻
二
奥
書
に
「
画
工
康
楽
寺
沙
弥
円
寂
」、
巻
四
奥
書
に
「
画

工
大
法
師
宗
舜
康
楽
寺
弟
子
」
で
あ
る
と
覚
如
自
身
が
記
し
て
い
る
。

　

そ
し
て
翌
年
の
康
永
三
（
一
三
四
四
）
年
に
は
、
千
葉
県
照
願
寺
所
蔵
の
『
本
願

寺
聖
人
親
鸞
伝
絵
』（
照
願
寺
本
）
が
作
成
さ
れ
た
。
照
願
寺
本
は
近
世
初
期
ま
で

は
常
陸
国
鷲
子
照
願
寺
の
所
蔵
で
あ
っ
た
と
い
い
、
康
永
本
同
様
に
四
巻
本
で
各
巻
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奥
に
は
覚
如
が
奥
書
（
外
題
）
を
記
し
て
い
る
。
寺
伝
で
は
詞
書
は
三
条
公
忠
の
筆

と
さ
れ
る
が
、
後
述
す
る
よ
う
に
揮
毫
者
は
不
明
で
あ
る
。
絵
は
康
永
本
と
筆
致
が

同
様
で
あ
る
こ
と
か
ら
円
寂
、
宗
舜
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。

　

本
稿
で
は
、
永
仁
三
（
一
二
九
五
）
年
の
根
本
伝
絵
を
初
治
本
と
定
義
し
、
康
永

本
と
照
願
寺
本
を
再
治
本
と
し
て
論
を
進
め
る
。
た
だ
し
再
治
本
の
定
義
に
関
し
て

は
先
行
研
究
に
お
い
て
い
く
つ
か
の
説
が
提
示
さ
れ
て
き
た
。
美
術
史
家
と
し
て
初

め
て
康
楽
寺
画
工
を
研
究
し
た
澤
村
専
太
郎
は
、
康
永
本
以
前
に
再
治
が
行
わ
れ
た

可
能
性
が
あ
る
と
し
た（

（
（

。
ま
た
親
鸞
伝
絵
各
本
を
総
体
的
に
論
じ
た
日
下
無
倫
は
、

西
本
願
寺
所
蔵
の
琳
阿
本
（
西
本
願
寺
本
と
も
い
う
）
を
再
治
本
と
し
、
康
永
本
を

重
訂
本
と
論
じ
た（

（
（

。
日
下
無
倫
の
著
作
は
現
時
点
で
も
輝
き
を
失
っ
て
い
な
い
金
字

塔
と
い
っ
て
い
い
研
究
成
果
で
あ
る
が
、
制
作
者
の
覚
如
自
身
が
康
永
本
の
奥
書
で

覚
如
が
携
わ
っ
た
親
鸞
伝
絵
は
根
本
伝
絵
と
康
永
本
で
あ
る
と
記
し
て
い
る
の
で
あ

る
か
ら
、
根
本
伝
絵
が
初
治
本
で
あ
り
、
康
永
本
を
再
治
本
と
定
義
す
る
の
が
妥
当

と
考
え
る
。
元
来
は
二
巻
仕
立
て
で
あ
っ
た
高
田
本
（
高
田
本
は
後
世
の
修
復
で
現

在
五
巻
本
）
は
初
治
本
で
あ
る
根
本
伝
絵
の
異
本
で
あ
ろ
う
。
ま
た
二
巻
本
の
琳
阿

本
は
高
田
本
と
異
な
る
部
分
が
あ
る
も
の
の
総
体
的
に
み
る
と
初
治
本
系
の
異
本
と

思
わ
れ
る
。

　

と
こ
ろ
で
長
野
市
篠
ノ
井
塩
崎
の
康
楽
寺
に
は
、
康
永
本
、
照
願
寺
本
と
近
似
し

た
四
巻
本
の
親
鸞
伝
絵
が
伝
わ
る
。
信
濃
の
康
楽
寺
は
親
鸞
伝
絵
画
工
の
寺
と
さ
れ

て
き
た
真
宗
寺
院
で
あ
る
。
し
か
し
、
近
年
で
は
「
画
工
康
楽
寺
」
の
寺
は
京
都
市

神
楽
岡
に
か
つ
て
あ
っ
た
天
台
寺
院
の
康
楽
寺
で
あ
る
と
す
る
学
説
が
主
流
に
な
り

定
説
化
し
て
い
る（

（
（

。
ま
た
康
楽
寺
に
伝
存
す
る
『
本
願
寺
聖
人
親
鸞
伝
絵
』（
康
楽

寺
本
）
は
長
野
市
の
指
定
文
化
財（

（
（

で
は
あ
る
が
、
今
ま
で
学
術
研
究
の
対
象
と
し
て

取
り
上
げ
ら
れ
た
こ
と
は
な
く
、
研
究
者
の
間
で
は
康
楽
寺
所
蔵
の
伝
絵
は
近
世
の

写
本
と
さ
れ
る
こ
と
が
多
か
っ
た
。
筆
者
は
二
〇
〇
三
年
に
初
め
て
康
楽
寺
本
を
閲

覧
し
た
際
に
南
北
朝
期
の
作
で
あ
る
と
判
断
し
た
が
、
諸
般
の
事
情
か
ら
論
文
に
す

る
こ
と
が
出
来
ず
に
今
日
に
至
っ
て
し
ま
っ
た
。
し
か
し
、
二
〇
一
六
年
一
〇
月
か

ら
の
龍
谷
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
特
別
展
「
浄
土
真
宗
と
本
願
寺
の
名
宝
」
に
康
楽
寺
本
が

出
展
さ
れ
、
に
わ
か
に
康
楽
寺
本
を
ど
う
評
価
す
る
か
が
問
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て

い
る
と
感
ず
る（

（
（

。

　

筆
者
は
後
述
す
る
よ
う
に
、
こ
の
康
楽
寺
本
は
再
治
本
で
あ
る
と
考
え
る
。
本
稿

で
は
康
楽
寺
本
が
今
ま
で
研
究
対
象
と
な
っ
て
こ
な
か
っ
た
経
緯
を
説
明
し
た
う
え

で
、
そ
の
概
要
と
特
徴
を
康
永
本
、
照
願
寺
本
と
対
比
し
な
が
ら
考
察
し
、
親
鸞
伝

絵
再
治
本
の
特
徴
と
制
作
過
程
に
つ
い
て
論
ず
る
こ
と
と
す
る
。

一
　
二
つ
の
康
楽
寺
本

　

近
世
真
宗
学
匠
の
著
作
に
も
信
濃
康
楽
寺
に
は
康
永
本
と
同
時
期
に
つ
く
ら
れ
た

親
鸞
伝
絵
が
あ
る
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
た
。
し
か
し
近
代
に
な
っ
て
か
ら
多
く
の
先

学
が
康
楽
寺
を
訪
れ
て
調
査
し
て
い
る
が
、
南
北
朝
期
の
絵
巻
を
実
見
し
た
報
告
は

な
い
。

　

澤
村
専
太
郎
は
、「
現
に
康
樂
寺
に
存
す
る
四
巻
本
傳
繪
を
見
る
に
、
是
ま
た
流



康
楽
寺
本
の
親
鸞
伝
絵
に
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て

三

布
の
再
治
本
を
四
巻
と
な
せ
し
も
の
に
し
て
、
そ
の
第
四
巻
の
末
尾
に
は
「
根
本
奥

書
云
」
と
あ
り
。
而
し
て
そ
の
奥
書
は
流
布
の
再
治
本
と
同
様
に
し
て
、而
か
も
「
執

筆
覺
如
」「
畫
工
法
眼
浄
賀
號
康
樂
寺

」
と
別
行
に
記
せ
り
。
是
に
依
つ
て
察
す
る
に
、
是

は
再
治
本
に
基
き
て
傳
寫
せ
し
も
の
な
る
べ
く
、
此
本
に
根
本
と
云
へ
る
は
、
整
備

し
た
る
再
治
本
の
基
本
的
な
る
古
本
を
指
せ
る
に
あ
ら
ざ
る
か（

（
（

」
と
記
し
て
い
る
。

　

澤
村
は
伝
写
の
時
期
に
つ
い
て
は
言
及
し
て
い
な
い
が
、日
下
無
倫
は
、宗
誓
『
遺

徳
法
輪
集
』
の
「
覚
如
上
人
二
通
ヲ
エ
ガ
カ
シ
メ
給
ヒ
、一
通
ヲ
御
ト
ゞ
メ
ナ
サ
レ
、

イ
マ
東
門
跡
ニ
ア
リ
、一
通
ハ
浄
賀
ヘ
ク
ダ
サ
レ
今
當
寺
ニ
安
置
セ
リ
」
を
引
用
し
、

康
楽
寺
本
を
「
康
永
本
と
同
時
期
に
出
来
た
複
本
で
あ
ら
う
」
と
す
る
が
、「
そ
の

康
樂
寺
本
は
、
惜
し
い
こ
と
に
は
そ
の
後
所
傳
を
失
し
て
行
方
を
知
ら
ず
、
今
同
寺

に
現
存
す
る
も
の
は
、
全
く
江
戸
時
代
に
謄
寫
し
た
四
巻
本
で
あ
る
」
と
述
べ
て
い

る（
（
（

。
ま
た
藤
原
猶
雪
も
「
私
は
、
先
年
康
樂
寺
を
訪
れ
此
繪
巻
本
を
索
め
た
が
現
存

せ
ず
、
同
寺
に
存
在
す
る
も
の
は
德
川
時
代
の
寫
と
見
る
べ
き
四
軸
で
あ
つ
て
、（
中

略
）
新
し
く
寫
さ
れ
た
も
の
が
殘
留
し
て
、
寫
本
が
其
所
在
を
失
し
た
も
の
で
は
な

か
ろ
う
か（

（
（

」
と
す
る
。

　

こ
う
し
て
康
楽
寺
に
あ
る
親
鸞
伝
絵
は
近
世
の
写
本
で
あ
る
と
い
う
評
価
が
定
着

し
て
い
っ
た
。
そ
し
て
、
そ
も
そ
も
信
濃
康
楽
寺
は
本
当
に
画
工
の
寺
で
あ
っ
た
の

か
、覚
如
が
わ
ざ
わ
ざ
信
濃
か
ら
画
工
を
呼
び
寄
せ
る
必
然
性
は
な
か
っ
た
は
ず
だ
、

信
濃
康
楽
寺
の
縁
起
も
史
料
も
信
用
で
き
な
い
と
い
う
疑
義
が
生
ず
る
こ
と
に
な
っ

た
の
で
あ
り
、
こ
れ
に
よ
り
康
楽
寺
画
工
は
信
濃
で
は
な
く
、
京
都
神
楽
岡
の
天
台

宗
寺
院
康
楽
寺
に
い
た
の
だ
と
す
る
司
田
純
道
に
は
じ
ま
る
学
説（
（1
（

が
登
場
し
て
や
が

て
有
力
に
な
り
、
そ
れ
が
今
日
に
及
ん
で
い
る
と
い
っ
て
い
い
で
あ
ろ
う
。

　

し
か
し
、
後
述
す
る
よ
う
に
信
濃
康
楽
寺
の
親
鸞
伝
絵
は
南
北
朝
期
の
康
永
本
、

照
願
寺
本
と
ほ
ぼ
同
じ
時
期
に
同
一
の
画
工
に
よ
っ
て
制
作
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

そ
れ
な
の
に
、
な
ぜ
康
楽
寺
の
伝
絵
が
近
世
の
も
の
と
さ
れ
た
の
か
、
甚
だ
不
可
解

で
あ
る
が
、
そ
れ
に
つ
い
て
は
次
の
よ
う
な
事
情
が
あ
る
こ
と
を
知
っ
た
。

　

ま
ず
康
楽
寺
に
は
二
本
の
親
鸞
伝
絵
が
伝
え
ら
れ
て
い
る
。
一
本
は
南
北
朝
期
の

原
本
で
あ
り
、
も
う
一
本
は
近
世
に
原
本
を
忠
実
に
写
し
た
写
本
で
あ
る
。

　

康
楽
寺
は
中
世
以
来
、
信
濃
真
宗
寺
院
の
な
か
で
は
随
一
と
い
っ
て
い
い
規
模
の

大
坊
で
あ
っ
た
。と
こ
ろ
が
近
代
に
入
っ
て
か
ら
、住
職
が
故
あ
っ
て
二
代
に
わ
た
っ

て
寺
外
で
活
動
し
た
た
め
、
康
楽
寺
は
空
き
寺
状
態
に
な
っ
た
。
年
代
的
に
は
一
九

〇
〇
年
前
後
か
ら
一
九
六
〇
年
頃
ま
で
で
あ
る
。
近
世
に
は
多
数
あ
っ
た
寺
内
寺
院

も
こ
の
頃
ま
で
に
は
ほ
と
ん
ど
離
散
し
た
。
ま
た
法
宝
物
を
空
き
寺
に
置
い
て
お
く

わ
け
に
は
い
か
ず
、
康
楽
寺
現
住
職
の
教
示
に
よ
る
と
檀
家
宅
土
蔵
に
保
管
さ
れ
て

い
た
と
い
う
。

　

伝
絵
画
工
の
寺
と
い
う
こ
と
で
参
拝
す
る
来
訪
者
に
は
、
代
務
住
職
が
近
世
写
本

を
観
覧
に
供
し
て
い
た
。
そ
も
そ
も
近
世
写
本
は
、
原
本
保
護
の
た
め
に
つ
く
ら
れ

た
と
思
わ
れ
、
江
戸
時
代
も
拝
観
に
は
こ
の
写
本
を
用
い
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。
筆

者
は
近
世
写
本
を
巻
一
か
ら
巻
三
ま
で
の
三
巻
を
確
認
し
た
が
、
詞
も
絵
も
装
丁
も

原
本
に
で
き
る
だ
け
近
く
し
よ
う
と
し
た
努
力
の
跡
が
明
ら
か
に
見
て
取
れ
る
絵
巻

で
あ
る
。
お
そ
ら
く
江
戸
時
代
の
出
開
帳
に
も
こ
の
写
本
を
用
い
て
い
た
の
で
は
な

い
か
と
想
像
さ
れ
る
。
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親
鸞
伝
絵
を
は
じ
め
と
す
る
法
宝
物
が
康
楽
寺
に
戻
っ
た
の
は
、
前
住
職
が
康
楽

寺
に
止
住
す
る
よ
う
に
な
っ
て
か
ら
で
あ
る
。
さ
ら
に
そ
の
後
も
落
雷
に
よ
る
本
堂

全
焼
と
再
建
が
続
き
、
近
年
に
な
っ
て
よ
う
や
く
落
ち
着
き
を
取
り
戻
し
て
い
る
と

い
っ
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。
こ
の
よ
う
な
事
情
か
ら
、
澤
村
専
太
郎
を
は
じ
め
と
す
る

研
究
者
が
康
楽
寺
を
訪
れ
て
目
に
し
た
の
も
こ
の
近
世
写
本
で
あ
っ
た
。
原
本
は
行

方
不
明
に
な
っ
た
の
で
は
な
く
、
檀
家
宅
土
蔵
の
奥
深
く
に
厳
重
に
保
管
さ
れ
て
い

た
の
で
あ
る
。

二
　
康
楽
寺
本
の
概
要

　

康
楽
寺
本
は
部
分
的
に
雨
染
み
や
虫
喰
い
が
見
ら
れ
る
が
、
保
存
状
態
は
概
ね
良

好
で
大
切
に
伝
え
ら
れ
て
き
た
こ
と
が
う
か
が
え
る
。
何
度
か
修
理
を
し
て
い
る
よ

う
に
も
見
受
け
ら
れ
る
が
、
残
念
な
が
ら
筆
者
の
能
力
で
は
そ
の
回
数
そ
の
他
の
詳

細
を
見
極
め
る
こ
と
は
で
き
な
い
で
い
る
。

　

内
容
は
、
四
巻
本
で
一
五
段
構
成
で
あ
り
、
絵
は
康
永
本
、
照
願
寺
本
と
非
常
に

よ
く
似
て
い
る
。
た
だ
し
康
永
本
、
照
願
寺
本
は
縦
の
法
量
が
そ
れ
ぞ
れ
四
一
・
八

㎝
、
四
一
・
二
㎝
と
大
型
の
絵
巻
で
あ
る
の
に
対
し
、
康
楽
寺
本
は
縦
三
二
・
八
㎝

で
高
田
本
の
三
三
・
四
㎝
、
琳
阿
本
の
三
二
・
〇
㎝
に
近
い
通
常
の
絵
巻
物
の
大
き

さ
と
な
っ
て
い
る
。
巻
一
の
冒
頭
は
高
田
本
が「
善
信
聖
人
親鸞

傳
繪
」、
琳
阿
本
が
「
善

信
聖
人
絵
」
と
内
題
を
記
す
の
に
対
し
、
康
永
本
、
照
願
寺
本
に
は
内
題
が
な
い
の

で
あ
る
が
、
康
楽
寺
本
は
「
本
願
寺
聖
人
親鸞

傳
繪
」
と
い
う
内
題
が
あ
り
、
高
田
本

と
同
様
に
「
親
鸞
」
を
割
注
に
し
て
い
る
。

　

題
箋
は
「
本
願
寺
聖
人
傳
繪
」
と
な
っ
て
お
り
、
そ
の
筆
跡
は
詞
書
と
同
じ
と
思

わ
れ
る
。
康
永
本
の
題
箋
は
覚
如
の
筆
跡
で
「
本
願
寺
聖
人
傳
繪
」
と
な
っ
て
お
り
、

巻
一
か
ら
順
に
「
上
本
」、「
上
末
」、「
下
本
」、「
下
末
」
と
書
か
れ
て
い
る
。
照
願

寺
本
は
も
と
の
題
箋
を
修
復
の
際
に
見
返
し
に
移
し
、
写
真
で
は
明
確
に
判
読
で
き

な
い
が
、「
本
願
寺
聖
人
傳
繪
」
の
下
に
巻
数
の
漢
数
字
を
記
し
て
い
る
と
い
う（
（1
（

。

康
楽
寺
本
も
「
一
」
か
ら
順
に
漢
数
字
を
付
し
て
い
る
の
で
、
こ
の
点
は
照
願
寺
本

と
同
様
で
あ
る
。

　

以
下
に
各
巻
、
段
ご
と
の
紙
数
と
特
記
事
項
を
記
す
。

　
　

巻
一

　
　
　

第
一
段
（
出
家
学
道
）　　

詞　
　

二
枚　
　

絵　
　

六
枚

　
　
　

第
二
段
（
吉
水
入
室
）　　

詞　
　

二
枚　
　

絵　
　

三
枚

　
　
　

第
三
段
（
六
角
夢
想
）　　

詞　
　

五
枚　
　

絵　
　

四
枚

　
　
　

第
四
段
（
蓮
位
夢
想
）　　

詞　
　

一
枚　
　

絵　
　

二
枚

　
　

巻
二

　
　
　

第
一
段
（
選
択
附
属
）　　

詞　
　

三
枚　
　

絵　
　

三
枚

　
　
　

第
二
段
（
信
行
両
座
）　　

詞　
　

六
枚　
　

絵　
　

四
枚

　
　
　

第
三
段
（
信
心
諍
論
）　　

詞　
　

四
枚　
　

絵　
　

三
枚

　
　
　

第
四
段
（
入
西
鑑
察
）　　

詞　
　

四
枚　
　

絵　
　

四
枚

　
　

巻
三

　
　
　

第
一
段
（
師
資
遷
謫
）　　

詞　
　

三
枚　
　

絵　

一
二
枚
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第
二
段
（
稲
田
興
法
）　　

詞　
　

一
枚　
　

絵　
　

三
枚

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

絵
の
第
一
紙
前
半
欠
落

　
　
　

第
三
段
（
辨
圓
済
度
）　　

詞　
　

三
枚　
　

絵　
　

三
枚

　
　

巻
四

　
　
　

第
一
段
（
箱
根
霊
告
）　　

詞　
　

三
枚　
　

絵　
　

二
枚

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

絵
の
第
一
紙
前
半
欠
落

　
　
　

第
二
段
（
熊
野
霊
告
）　　

詞　
　

七
枚　
　

絵　
　

四
枚

　
　
　

第
三
段
（
洛
陽
遷
化
）　　

詞　
　

二
枚　
　

絵　
　

四
枚

　
　
　

第
四
段
（
廟
堂
創
立
）　　

詞　
　

二
枚　
　

絵　
　

二
枚

　
　

奥
書　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

一
枚

　

巻
三
第
二
段
と
巻
四
第
一
段
は
絵
の
右
側
前
半
部
分
が
欠
落
し
て
い
る
。
康
楽
寺

本
の
料
紙
は
概
ね
幅
四
七
㎝
ほ
ど
で
あ
る
が
、こ
の
二
紙
は
そ
の
ほ
ぼ
半
分
で
あ
り
、

康
永
本
、
照
願
寺
本
と
比
べ
て
み
る
と
は
じ
ま
り
の
風
景
の
部
分
が
な
く
、
何
ら
か

の
理
由
で
切
り
取
ら
れ
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。

　

ま
た
紙
背
に
「
上
三
」、「
下
一
」
な
ど
の
注
記
が
書
き
留
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
が

観
察
さ
れ
る
。
お
そ
ら
く
裏
打
ち
の
際
に
、
各
段
の
紙
全
て
に
注
記
と
し
て
書
か
れ

て
い
た
の
で
あ
ろ
う
が
、装
幀
の
際
に
切
り
取
ら
れ
た
も
の
も
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

こ
の
注
記
が
制
作
当
初
の
も
の
か
ど
う
か
は
不
明
だ
が
、
根
本
伝
絵
の
上
下
二
巻
本

と
い
う
構
成
は
、
康
永
本
題
箋
の
「
上
本
」、「
上
末
」、「
下
本
」、「
下
末
」
と
い
う

記
載
と
併
せ
て
考
え
て
も
、
再
治
本
で
も
強
く
意
識
さ
れ
て
い
た
も
の
と
考
え
ら
れ

る
。

三
　
康
楽
寺
本
の
詞
書

（
1
）
康
永
本
、
照
願
寺
本
と
の
異
同

　

康
楽
寺
本
の
詞
は
、
康
永
本
、
照
願
寺
本
と
ほ
ぼ
同
一
で
あ
る
。
両
本
と
大
き
く

異
な
る
文
言
の
欠
落
や
相
違
は
ほ
と
ん
ど
な
い
。

　

別
表
は
、三
本
の
本
文
共
通
部
分
に
つ
い
て
異
同
箇
所
を
ま
と
め
た
も
の
で
あ
る
。

全
体
と
し
て
い
え
る
こ
と
は
、
異
同
三
四
五
箇
所
の
う
ち
照
願
寺
本
と
康
楽
寺
本
が

一
致
す
る
の
に
康
永
本
の
み
が
異
な
る
箇
所
が
一
七
九
あ
る
こ
と
か
ら
、
照
願
寺
本

と
康
楽
寺
本
の
本
文
は
、
仮
名
遣
い
や
用
字
が
か
な
り
近
い
も
の
と
な
っ
て
い
る
と

い
っ
て
い
い
で
あ
ろ
う
。
逆
に
い
う
と
康
永
本
が
、
他
の
二
本
と
異
な
る
箇
所
が
多

い
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

　
　

康
永
本
と
他
の
二
本
の
特
記
す
べ
き
相
異
を
あ
げ
る
と
次
の
よ
う
に
な
る
。

　

康
永
本　
　
　
　
　
　
　
　
　

照
願
寺
本
、
康
楽
寺
本

　
　

鎌
子
内
大
臣　
　
　
　
　
　
　

鎌
子
大
臣　
　
　
　
　
　
（
巻
一
第
一
段
）

　
　

有
國
卿　
　
　
　
　
　
　
　
　

有
國　
　
　
　
　
　
　
　
（
巻
一
第
一
段
）

　
　

本
師
聖
人　
　
　
　
　
　
　
　

大
師
聖
人
源空　
　
　
　
　

 

（
巻
二
第
三
段
）

　
　

子
月
第
七
日　
　
　
　
　
　
　

子
月
中
旬
第
七
日　
　
　
（
巻
三
第
一
段
）

　
　

専
修
念
仏
の　
　
　
　
　
　
　

一
向
専
修
の　
　
　
　
　
（
巻
三
第
三
段
）

　
　

専
修
の
義　
　
　
　
　
　
　
　

一
向
専
修
の
義
を　
　
　
（
巻
四
第
二
段
）

　
　

偏
に　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

一
向
に　
　
　
　
　
　
　
（
巻
四
第
二
段
）

　

ま
た
三
本
で
「
す
な
わ
ち
」
ま
た
は
「
す
な
は
ち
」「
則
」、「
即
」
と
記
さ
れ
る
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表　康永本・照願寺本・康楽寺本における詞書の異同
注　（　）は割注箇所

巻 段 康永本
行番号 康永本 照願寺本 康楽寺本

照願寺本
と康楽寺
本の一致

巻
一
一 3（鎌子内大臣） 鎌子大臣 鎌子大臣 ○

4（真楯息） （真楯息也） （真楯息也） ○
5 有國卿 有國 有國 ○
6 子也 子なり 子なり ○
7 戴き いたゝき いたゝき ○
8 發く ひらく ひらく ○
9 萌し きさし きさし ○
10 催しに もよほしゝに もよほしに
10 よりて よりて 依て
10 春比 春の比 春のころ
11（近臣） （近臣也） （近臣也） ○
12 たてまつりて 奉て 奉て ○
12 貴房 貴坊 貴坊 ○
13 たまひき 給き 給き ○
14 号す 号す 号
15 とふらひて 訪て 訪て ○
17 横河 横川 横川 ○
17 たゝへて 湛て 湛て ○
19 明なり あきらか也 明なり

二 1 春のころ 春のころ 春の比
1 二十九歳 廿九歳 廿九歳 ○
3 禅房 禅坊 禅坊 ○
7 きわめて きはめて きわめて
8 のへ給ふに のへたまふに 述給ふに
9 飽まて あくまて 飽まて

三 2 彼記にいはく 彼記云 彼記云 ○
9 善信 《脱》 善信
11《脱》 善信 善信 ○
14 そのとき 其時 そのとき
15 かの山 かの山 彼山
16 説ききかしめ 説きかしめ 説きかしめ ○
17 をはりぬと 畢 畢 ○
18 此記録 この記録 この記録 ○
18 彼夢想を かの夢想を かの夢想を ○
20 後時 後の時 後の時 ○
20 おほせられてのたまはく 被仰云 被仰云 ○
22 是偏に 是ひとへに 是ひとへに ○
25 よりて よりて 依て
25 すなわち すなハち すなハち ○
27 あふことを あふことを あふ事を
28 淂ん えむ えむ ○
28 儲君 儲君 儲宮
29 垂迹 垂跡 垂迹
29 あらはさん あらハさむ あらハさむ ○
31 もし 若 もし
32 赴かむや 赴かむや おもむかむや



康
楽
寺
本
の
親
鸞
伝
絵
に
つ
い
て

七

巻 段 康永本
行番号 康永本 照願寺本 康楽寺本

照願寺本
と康楽寺
本の一致

33 おもむかすは おもむかすハ おもむかすハ ○
33 よりてか よてか 由か
34 化せむ 化せむ 化せん
34 これ猶 これなを これ猶
35 すなわち すなハち すなハち ○
36 垂迹なり 垂迹也 垂迹なり
39 教誨によりて 教誨によて 教誨によりて
39 更に さらに さらに ○
40 かの二大士の 彼二大士の 彼二大士の ○
41 いまの行者 いまの行者 今の行者
42 あやまりて 錯て 錯て ○
42 たゝちに 直に たゝちに
43 かるかゆへに 故に 故に ○
44 かたわらに 傍に 傍に ○

四 1 建長八歳 建長八年 建長八年 ○
2 夢想の告云 夢想告云 夢想告云 ○
2 たてまつりてましゝゝて 奉て 奉て ○
3 のたまはく 曰 のたまはく
5 即得无上覺也 即淂无上覺也 即淂无上覺也　（文）
6 祖師聖人 祖師聖人は 祖師聖人ハ ○
7 明なり あきらかなり 明也

巻
二
一 1 むかし 昔 むかし

2 ある時は 或時ハ 或時は ○
3 降して 降て 降て ○
4 すなわち すなはち すなハち ○
15 訖 畢 畢 ○
17 所令 所令 令

二 4 これに帰しき これに帰しき 帰しき
9 いふ事なし いふ事なし いふことなし
11 都て 都 都 ○
12 蘍に 蘍 蘍 ○
13 守る まもる まもる ○
14 たにも たも たも ○
16 移り うつり うつり ○
16 入りし いりし いりし ○
17 かうふるに かうふるに 蒙に
21 おほしと 多と 多と ○
22 成したらむ 成したらん 成したらん ○
23 故に かるかゆへに かるかゆへに ○
23 ほとを ほとを 程を
24 侍らん ハむへらむ 侍らん
26 試むと 試と 試んと
27 のたまはく 云 云 ○
28 此条 此条 この条
28 来臨のとき 来臨のとき 来臨の時
29 しかるに 而 而 ○
30 ところに 處に 處に ○
32 なり 也 也 ○
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巻 段 康永本
行番号 康永本 照願寺本 康楽寺本

照願寺本
と康楽寺
本の一致

32 いつれの 何の 何の ○
33 そのとき そのとき 其時
36 つきに 次 次 ○
37 善信御房 善信御房 善信御坊
37 そやと 哉と 哉と ○
39 也と なりと 也と
39 法力坊 法力房 法力房 ○
41 かきのせたまふ 書載たまふ 書載給ふ
42 さらに 更 更 ○
42 のふる のふる のふるに
43 是恐らくは おそらくは おそらくは ○
44 ところか ところか ところ歟
45 聖人 聖人（親鸞） 聖人（親巒） ○
47 この時 このとき 此時

三 1 いにしへ いにしへ 《脱》
1 本師聖人 大師聖人（源空） 大師聖人（源空） ○
2 已下 以下 以下 ○
4 し侍る しハむへる しはんへる ○
4 そのゆへは そのゆへは 其故ハ
4 聖人（源空） 聖人 聖人 ○
5 いさゝも 聊も 聊も
5 かはるところ 替所 かハる所
6 一なり 一也 一也 ○
7 このひとゝゝ 此人ゝ 此人ゝ ○
7 善信房 善信房 善信坊
8 申さるゝ事 まうさるゝこと まうさるゝ事
9 いかてか いかてか 争
10 申て云 申て云 申云
10 申ささる 申さる 申さる ○
11 そのゆへは 其故ハ 其故ハ ○
12 ひとしからんとも ひとしからんとも ひとしからむとも
12 申さはこそ まうさはこそ まうさはこそ ○
13 おほけなく おほけなく をほけなく
14 一たひ ひとたひ 一たひ
15 うけ給はりし うけたまハりし 承し
15 わたくしなし わたくしなし 私なし
17 他力なり 他力なり 他力也
18 故に かるかゆへに かるかゆへに ○
18 ところなしと 所なしと ところなしと
19 申侍しところに 申侍しところに 申侍し處に
19 本師聖人 大師聖人 大師聖人 ○
20 被仰てのたまはく 被仰云 被仰云 ○
21 事也 事なり 事也
21 すなわち すなハち すなハち ○
22 なるかゆえに なるゆへに なるゆへに ○
22 各別なり 各別也 各別也 ○
23 ともに ともに 共に
24 たまはる たまハる 給ハる



康
楽
寺
本
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親
鸞
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巻 段 康永本
行番号 康永本 照願寺本 康楽寺本

照願寺本
と康楽寺
本の一致

25 善信房 善信房 善信坊
25 更に さらに 更
26 たゝひとつなり たゝ一なり たゝ一なり ○
28 わかまいらむ わかまいらむ 我まいらむ
29 よくゝゝこゝろえ 能ゝ意得 能ゝ意得 ○
30 ここにめむゝゝ 爰面ゝに ここに面ゝに
31 したを 舌を 舌を ○
31 くちをとちて 口をとちて 口を閇て

四 2 こころさし こころさし 志
3 日来 日比 日来
3 こころさし 志 こころさし
4 おほせられて おほせられて 仰せられて
6 すなわち すなハち すなハち ○
6 かの法橋 かの法橋 彼法橋
7 すなわち すなハち すなわち
8 申ていはく 申ていはく 申云
10 ところの 所の ところの
11 いま 今 いま
11 容㒵すこしも 容㒵にすこしも 容㒵にすこしも ○
12 たちまちに たちまちに 忽
13 色ふかくして 色ふかくして 色深くして
14 その夢を そのゆめを 其夢を
15 この化僧の 此化僧の 此化僧の ○
16 おもふ おもふ 思ふ
16 こころさしあり こころさしあり 志あり
16 ねかはくハ ねかわくハ ねかわくハ ○
17 筆を ふてを ふてを ○
18 かの化僧 かの化僧 彼化僧
18 たれ人そや たれ人そや 誰人そや
18 くたむの僧いはく 件僧いはく 件僧云
19 御房 御坊 御房
19 これなりと これなりと 是也と
19 ここに ここに 爰
20 たなこゝろを 掌を 掌を ○
20 ひさまつきて ひさまつきて 跪きて
21 夢のうちにおもふ様 ゆめのうちにおもふやう ゆめの中におもふ様
23 いたす いたす 致す
24 たむぬ たむぬ 足ぬ
25 いまこの貴坊に いまこの貴坊に 今此貴坊に
26 夢中の ゆめのうちの 夢中の
29 はかりをうつし はかりをうつし 許を写
31 夜也 夜なり 夜なり ○
32 炳焉なり 炳焉也 炳焉なり
33 すなわち すなハち すなハち ○
33 弘通したまふ 弘通したまふ 弘通し給ふ
37 凢悪を 凢惑を 凢悪を
37 うるほさむとなり うるほさむと也 うるほさむと也 ○
38 あふくへし 仰へし 仰へし ○



同
朋
大
学
佛
教
文
化
研
究
所
紀
要
　
第
三
十
八
号

一
〇

巻 段 康永本
行番号 康永本 照願寺本 康楽寺本

照願寺本
と康楽寺
本の一致

38 信すへし 信へし 信すへし

巻
三
一 1 よりて よて よりて

2 忽に たちまちに たちまちに ○
4 聖道の諸教 聖道の諸教ハ 聖道諸教
5 浄土の真宗 浄土の真宗は 浄土真宗
10 興隆 興行 興隆
10 太祖 大祖 大祖 ○
13 諸方邉州 諸方之邉州 諸方邉州
13 五年 五年 五ケ年
14 土佐 土左 土左 ○
16《闕字》皇帝（諱守成号
佐渡院）

皇帝（順徳）（諱守成号
佐渡院）

皇帝（諱守成号佐渡院）
（順徳）

17 子月第七日 子月中旬第七日 子月中旬第七日 ○
17 もて もて 以て
21 施さむために ほとこさむために ほとこさむために ○
21 なを 《脱》 猶

二 2 隠居したまふ 隠居したまふ 隠居し給ふ
4 溢る 溢 溢 ○
7 既に 既 既 ○
8 符合せり 符合せりと 符合せりと ○

三 1 専修念仏の 一向専修の 一向専修の ○
2 ひろめ給ふに ひろめたまふに ひろめたまふに ○
3 すくなく すくなく 少なく
3 しかるに しかるに 而
6 恒に つねに つねに ○
7 往反し給けるに 往反したまひけるに 往反したまひけるに ○
7 彼山にして 彼やまにして 彼山にして
8 さらに 更 更 ○
8 倩 つらゝゝ つらゝゝ ○
8 ことの 縡の 縡の ○
10 おもふ心 思ふ心 思ふこゝろ
11 たまひにけり たまひけり たまひけり ○
12 すなわち すなハち 則
13 忽に たちまちに 忽
18 とけき とけき 遂き
19 すなわち すなハち すなハち ○
19 是也 是なり これなり
20 つけ給ひき つけたまひき つけ給ひき

巻
四
一 1 出て いてゝ いてゝ ○

1 花城 花城 華城
3 遙に 遙 遙 ○
4 ちかつくに 近つくに ちかつくに
4 すてに すてに 既
5 をよむて をよむて 及て
7 装束たるか しやうそきたるか 装束たるか
8 出會 出會 出あひ
8 いふ様 云やう 云やう ○
9 巫ともの 巫ともの 巫共の



康
楽
寺
本
の
親
鸞
伝
絵
に
つ
い
て

一
一

巻 段 康永本
行番号 康永本 照願寺本 康楽寺本

照願寺本
と康楽寺
本の一致

10 侍るに 侍に 侍るに
10 ましわりつるに ましはりつるか ましはりつるか ○
10 いまなん 今なん 今なん ○
11 いさゝかより いさゝかより 聊より
11 ゐ侍ると ゐハむへると ゐハむへると ○
11 思ふほとに 思程に 思程に ○
13 此路を この路を この路を ○
14 過給ふへき事 過たまふへき事 過たまふへきこと
14 かならす 必 必 ○
15 殊に 殊 殊 ○
15 覺をハらさるに さめをハらさるに 覺をハらさるに
17 影向し給へり 影向したまへり 影向したまへり ○
18 ましまさむ ましまさん ましまさむ
18 炳焉也 炳焉なり 炳焉也
19 いひて 云て 云て ○
20 色ゝに いろゝゝに いろゝゝに ○

二 3 跡を あとを あとを ○
5 一の勝地也 これ一の勝地也 これ一の勝地なり
6 傳ひ つたへ つたへ ○
7 慕ひ したひ したひ ○
8 參集たまひけり 參集し給けり 參集したまひけり
8 其比 そのころ そのころ ○
10 御訓 訓 訓 ○
11 件の平太郎 件平太郎 件平太郎 ○
12 たつね 尋 尋 ○
13 万差也 万差なり 万差なり ○
15 聖道の 聖道門の 聖道門の ○
16 すなわち すなハち すなハち ○
19 各 をのゝゝ をのゝゝ ○
19 此一宗を この一宗を この一宗を ○
20 所以に 所以 所以 ○
20 更に 更 更 ○
21 然に 而に しかるに
22 骨目也 骨目なり 骨目也
22 即 則 すなはち
22 云文云義 文といひ義といひ 文といひ義といひ ○
23 共に明哉 共にもて明なるをや 共にもて明なるをや ○
25 これまた これ又 是又
27 依之 依之 これによて
28 然則 しかれはすなハち しかれハすなハち ○
28 よりて よて よりて
28 専修の義 一向専修の義を 一向専修の義を ○
29 すなわち すなハち すなハち ○
29 いまの いまの 今の
30 かるか故に かるかゆへに かるかゆへに ○
31 心さし こころさし こころさし ○
31 よりて よて よりて
31 垂迹を 垂跡を 垂跡を ○



同
朋
大
学
佛
教
文
化
研
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紀
要
　
第
三
十
八
号

一
二

巻 段 康永本
行番号 康永本 照願寺本 康楽寺本

照願寺本
と康楽寺
本の一致

31 とゝめたまふ 留たまふ 留たまふ ○
32 垂迹を 垂跡を 垂跡を ○
33 引入せむとなり 引入せむと也 引入せむと也 ○
35 偏に 一向に 一向に ○
35 ことゝせむ輩 事とせん輩 ことゝせむ輩
36 駈仕て 駈仕して 駈仕て
37 詣せんこと 詣せむこと 詣せんこと
37 更に さらに 更
38 然は しかれは しかれは ○
38 垂迹に 垂迹に 垂跡に
40 唯 たゝ たゝ ○
43 給ふへからすと たまふへからすと たまふへからすと ○
43 よりて よて よて ○
44 別 とりわき とりわき ○
45 更に さらに さらに ○
46 刷事なし 刷ことなし 刷ことなし ○
47 仰き あふき あふき ○
47 師孝を 師教を 師教を ○
47 凴に まもるに まもるに ○
48 件の男 件の男 件男
50 被仰云 おほせられていはく おほせられていはく ○
50 我を われを 我を
51 尒時 そのとき そのとき ○
52 見給 まみえたまふ まみえたまふ ○
53 よりて よて よりて
54 直しくして たゝしくして たゝしくして ○
54 ことに ことに 殊
55 著しつゝ 著つゝ 著つゝ ○
55 かさねて かさねて 重
55 述るところ 述るところ 述ところ
56 見るほとに 見る程に みる程に ○
56 夢さめ ゆめさめ 夢醒
56 おほよす おほよす 凢
57 おもひをなすこと 思ひをなす事 思をなす事
58 後 後 のち
58 貴房に 貴坊に 貴坊に ○
59 此又 これ又 是又
60 こと 事 事 ○

三 2 いさゝか 聊 いさゝか
6 同第八日午時 同第八日（午時） 同第八日（午時） ○
7 息たえましましをはりぬ 息たえをハりぬ 息たえをハりぬ ○
12 北 北邊 北邊 ○
13 おさめたてまつりをはり
ぬ

おさめをハりぬ おさめをハりぬ ○

15 をのゝゝ をのゝゝ 各
16 悲て かなしみて かなしみて ○

四 1 鳥部野北 鳥部野の北 鳥部野の北 ○
2 猶 なを なを ○



康
楽
寺
本
の
親
鸞
伝
絵
に
つ
い
て

一
三

箇
所
は
そ
れ
ぞ
れ
一
三
箇
所
ず
つ
あ
る
。
こ
の
う
ち
康
永
本
は
「
す
な
わ
ち
」
が
一

二
箇
所
、「
即
」
が
一
箇
所
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
照
願
寺
本
で
は
「
す
な
ハ
ち
」
が

一
一
箇
所
、「
す
な
は
ち
」
と
「
則
」
が
一
箇
所
ず
つ
、康
楽
寺
本
で
は
「
す
な
ハ
ち
」

が
一
〇
箇
所
、「
す
な
は
ち
」
二
箇
所
、「
則
」
が
一
箇
所
で
あ
り
、
照
願
寺
本
と
康

楽
寺
本
で
は
ほ
と
ん
ど
が
「
す
な
ハ
ち
」
と
記
す
。
両
本
の
揮
毫
者
が
「
す
な
ハ
ち
」

と
書
く
書
き
癖
を
持
っ
た
同
一
人
物
で
あ
る
こ
と
を
想
定
で
き
よ
う
。

　

な
お
漢
字
の
異
体
字
の
異
同
は
あ
ま
り
に
も
多
数
で
あ
る
た
め
別
表
に
は
掲
載
し

て
い
な
い
。
た
だ
し
特
記
す
べ
き
こ
と
が
ら
が
三
つ
あ
る
。
ま
ず
康
永
本
は
「
年
」

の
漢
字
に
「

」
多
用
し
、「
年
」
と
記
す
の
は
三
箇
所
の
み
で
あ
る
。
康
楽
寺
本

は
す
べ
て
「
年
」
で
あ
り
、
照
願
寺
本
は
二
箇
所
の
み
に
「

」
を
使
う
。
そ
し
て

照
願
寺
本
と
康
楽
寺
本
は
、
し
ば
し
ば
「
囻
」
を
用
い
る
。「
國
」
と
「
囻
」
と
の

割
合
は
康
楽
寺
本
が
七
：
四
、
照
願
寺
本
は
九
：
二
で
あ
る
。
康
永
本
は
「
國
」
の

み
で
あ
る
。
ま
た
「
親
鸞
」「
鸞
聖
人
」
を
「
親
巒
」「
巒
聖
人
」
と
記
す
箇
所
が
康

楽
寺
本
に
三
箇
所
、
照
願
寺
本
に
は
四
箇
所
あ
る
の
に
対
し
、
康
永
本
に
は
そ
れ
が

見
ら
れ
な
い
。

　

詞
書
は
も
と
よ
り
覚
如
が
起
草
し
た
も
の
で
あ
る
。そ
し
て
こ
れ
ら
の
異
同
か
ら
、

照
願
寺
本
と
康
楽
寺
本
の
稿
本
は
康
永
本
稿
本
と
微
妙
な
差
異
が
あ
る
同
一
稿
本
で

あ
っ
た
と
い
う
こ
と
も
一
応
は
想
定
で
き
る
。
つ
ま
り
覚
如
が
照
願
寺
本
と
康
楽
寺

本
の
揮
毫
者
に
渡
し
た
稿
本
と
覚
如
自
身
が
手
許
に
置
い
て
い
た
稿
本
と
の
間
に
僅

か
で
あ
る
が
差
異
が
あ
っ
た
と
い
う
推
測
で
あ
る
。

　

し
か
し
数
は
少
な
い
が
、
照
願
寺
本
の
み
、
康
楽
寺
本
の
み
が
他
の
二
本
と
異
な

巻 段 康永本
行番号 康永本 照願寺本 康楽寺本

照願寺本
と康楽寺
本の一致

6 盛なること 盛なる事 盛なること
8 いふことを いふ事を いふ事を ○
9 重くして 重して 重して ○
9 輩 ともから ともから ○
10 面々 面々に 面々に ○
11 これおほし 是多 これおほし
13 しかしなから 併 しかしなから
13 ところなり ところなり 所也

奥
書

《脱》 奥書云 根本奥書云
3 厥詞 其詞 其詞 ○
7 訖 畢 畢 ○
7 執筆法印宗昭 執筆覚如 執筆覚如 ○
8 畫工法眼浄賀（號康樂寺）《脱》 畫工法眼浄賀（號康樂寺）



同
朋
大
学
佛
教
文
化
研
究
所
紀
要
　
第
三
十
八
号

一
四

る
箇
所
、
あ
る
い
は
三
本
と
も
に
異
な
る
箇
所
も
あ
る
。
特
に
巻
一
第
三
段
で
は
、

康
永
本
と
照
願
寺
本
が
聖
徳
太
子
を
「
儲ち
ょ

君く
ん

」
と
し
て
い
る
の
に
康
楽
寺
本
は
「
儲ち
ょ

宮き
ゅ
う」
と
し
、
し
か
も
そ
れ
は
二
箇
所
で
繰
り
返
し
て
い
る
の
で
単
純
な
書
き
誤
り
と

は
い
え
な
い
。
親
鸞
伝
絵
諸
本
の
な
か
で
「
儲
宮
」
と
す
る
の
は
康
楽
寺
本
だ
け
で

あ
る
。
儲
君
と
儲
宮
は
と
も
に
皇
太
子
・
東
宮
の
こ
と
で
語
義
に
相
異
は
な
い
の
で

あ
る
が
用
語
の
違
い
は
留
意
し
て
し
か
る
べ
き
と
考
え
る
。

　

ま
た
別
表
に
は
記
載
し
て
な
い
が
、
重
要
な
相
異
と
し
て
闕け
つ

字じ

の
有
無
が
あ
る
。

天
皇
に
関
係
す
る
語
の
前
に
余
白
を
つ
く
る
令
制
公く

式し
き

令り
ょ
うに
基
づ
く
書
式
・
書
札
礼

で
あ
る
闕
字
は
、
康
永
本
に
は
あ
る
の
に
照
願
寺
本
、
康
楽
寺
本
に
は
な
い
。

　

巻
三
第
一
段
（
師
資
遷
謫
）
の
「
太
上
天
皇
諱
尊
成
号

後
鳥
羽
院

今
上
諱
為
仁
号

土
御
門
院

」
は
、
闕
字
よ
り
さ

ら
に
敬
意
が
は
ら
わ
れ
た
改
行
し
て
行
頭
か
ら
記
す
平へ
い

出し
ゅ
つと
な
っ
て
い
て
三
本
に
共

通
す
る
の
で
あ
る
が
、
そ
れ
は
詞
書
の
こ
の
部
分
が
『
教
行
信
証
』
化
身
土
文
類
六

の
引
用
文
で
あ
る
か
ら
で
あ
ろ
う
と
思
わ
れ
る
。
親
鸞
自
筆
の
坂
東
本
が
こ
の
箇
所

を
平
出
と
し
て
い
る（
（1
（

こ
と
か
ら
、
覚
如
が
依
拠
し
た
『
教
行
信
証
』
も
平
出
に
な
っ

て
い
た
た
め
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
坂
東
本
は
続
く
「
主
上
」
に
も
闕
字
を
施
し
、『
教

行
信
証
』
を
引
用
す
る
康
永
本
も
そ
れ
に
倣
う
の
で
あ
る
が
、
照
願
寺
本
、
康
楽
寺

本
の
「
主
上
」
に
は
闕
字
が
な
い
。

　

康
永
本
も
巻
一
第
三
段
の
「
欽
明
天
皇
」
に
は
闕
字
が
な
い
。
し
か
し
巻
三
第
一

段
で
は
「
皇
帝
」「
勅
免
」
な
ど
に
厳
格
に
闕
字
を
施
し
て
い
る
。
こ
れ
に
対
し
、

照
願
寺
本
、
康
楽
寺
本
に
は
闕
字
が
全
く
な
い
。
つ
ま
り
、
覚
如
揮
毫
の
康
永
本
は

闕
字
に
つ
い
て
の
儀
礼
を
ほ
ぼ
遵
守
し
て
い
る
の
に
対
し
て
、
照
願
寺
本
、
康
楽
寺

本
の
詞
書
揮
毫
者
は
闕
字
を
意
識
し
て
い
な
い
、
あ
る
い
は
無
視
し
て
い
る
点
が
大

き
な
相
異
と
し
て
指
摘
で
き
る
。

（
2
）
康
楽
寺
本
の
筆
跡

　

照
願
寺
本
と
康
楽
寺
本
の
詞
書
筆
跡
は
非
常
に
よ
く
似
て
い
る
。
個
別
の
字
を
見

て
い
く
と
く
ず
し
方
が
違
う
よ
う
に
も
見
え
る
が
、
そ
れ
は
こ
の
揮
毫
者
が
同
一
の

字
を
何
通
り
か
に
く
ず
す
た
め
で
あ
り
、
全
体
を
通
し
て
観
察
す
る
と
同
一
人
物
の

手
に
な
る
も
の
と
判
断
し
て
間
違
い
な
い
も
の
と
筆
者
は
考
え
て
い
る
。

　

写
真
①
と
②
は
、
そ
れ
ぞ
れ
照
願
寺
本
と
康
楽
寺
本
の
冒
頭
部
分
で
あ
る
。
照
願

寺
本
と
康
楽
寺
本
は
料
紙
の
大
き
さ
が
違
う
た
め
字
配
り
も
異
な
る
。
ま
た
照
願
寺

本
に
つ
い
て
は
、
あ
く
ま
で
も
写
真
版
か
ら
の
判
断
で
あ
る
が
、
康
楽
寺
本
に
比
べ

て
太
い
筆
を
用
い
て
い
る
よ
う
で
あ
り
、
大
き
な
料
紙
に
の
び
の
び
と
ゆ
っ
た
り
書

い
て
い
る
よ
う
な
印
象
を
受
け
る
。

　

写
真
③
（
照
願
寺
本
）
と
④
（
康
楽
寺
本
）
は
、
奥
書
部
分
で
あ
る
。
康
楽
寺
本

は
永
仁
三
年
の
最
初
の
親
鸞
伝
絵
奥
書
を
「
根
本
奥
書
」
と
記
す
。
仮
名
を
含
ん
で

い
な
い
こ
と
も
あ
っ
て
両
本
の
筆
跡
が
極
め
て
似
て
い
る
こ
と
が
見
て
取
れ
る
。

　

写
真
⑤
（
照
願
寺
本
）
と
⑥
（
康
楽
寺
本
）
は
、
両
本
の
な
か
か
ら
特
徴
的
な
字

句
を
抜
き
出
し
て
対
比
し
た
も
の
で
あ
る
。
特
に
注
目
さ
れ
る
の
は
「
本
願
」、「
本

地
」、「
本
師
」
の
「
本
」
で
、
両
本
と
も
四
通
り
の
書
き
方
を
し
て
い
る
。
ま
た
奥

書
（
写
真
③
・
④
参
照
）
の
「
取
捨
」
の
「
取
」
も
旁
が
「
乚
」
に
近
い
書
き
方
が

両
本
に
共
通
す
る
。
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写真⑦　照願寺本「に」

一③24

一③15
二②

写真⑧　康楽寺本「に」

一③18

二②11

二④32

写真⑨　照願寺本「を」

写真⑩　康楽寺本「を」



康
楽
寺
本
の
親
鸞
伝
絵
に
つ
い
て

一
九

　

次
に
助
詞
の
「
に
」
を
見
て
み
る
。
写
真
⑦
（
照
願
寺
本
）
と
⑧
（
康
楽
寺
本
）

か
ら
も
明
ら
か
な
よ
う
に
、
両
本
と
も
字
母
が
多
彩
で
あ
る
。
そ
れ
ぞ
れ
に
「
仁
」、

「
尓
」、「
于
」、「
丹
」、「
耳
」
を
字
母
に
用
い
、「
耳
」
は
終
画
が
は
ね
る
も
の
と
伸

び
る
も
の
二
種
が
あ
る
こ
と
が
両
本
に
共
通
し
て
あ
る
。

　

写
真
⑨
（
照
願
寺
本
）
と
⑩
（
康
楽
寺
本
）
は
助
詞
の
「
を
」
で
あ
る
。
両
本
と

も
字
母
は
「
遠
」
と
「
越
」
を
く
ず
し
て
い
る
。
照
願
寺
本
に
は
あ
る
く
ず
し
の
少

な
い
「
遠
」
に
近
い
「
を
」
が
康
楽
寺
本
に
は
な
い
も
の
の
、
起
筆
後
返
し
て
か
ら

右
下
に
運
筆
す
る
「
を
」
と
、起
筆
後
返
し
て
か
ら
Ｖ
字
に
右
上
に
運
筆
す
る
「
を
」

の
二
種
が
共
通
し
て
用
い
ら
れ
て
い
る
。

　

右
の
よ
う
な
筆
跡
の
特
徴
を
踏
ま
え
れ
ば
、
照
願
寺
本
と
康
楽
寺
本
の
詞
書
揮
毫

者
は
同
一
人
物
と
判
断
し
て
間
違
い
な
か
ろ
う
と
考
え
る
。
そ
し
て
多
彩
な
字
母
や

同
一
漢
字
か
ら
の
く
ず
し
の
自
在
ぶ
り
か
ら
、
濃
密
な
修
練
を
積
ん
だ
能
書
家
で

あ
っ
た
と
推
定
さ
れ
る
。

　

た
だ
、
そ
の
人
物
が
誰
な
の
か
は
わ
か
ら
な
い
。
照
願
寺
本
に
は
前
述
の
よ
う
に

詞
書
は
三
条
公
忠
の
筆
に
な
る
と
の
寺
伝
が
あ
る（
（1
（

。し
か
し
三
条
公
忠
に
つ
い
て
は
、

佛
光
寺
本
を
調
査
し
た
津
田
徹
英
が
同
本
の
詞
書
が
三
条
公
忠
で
あ
る
こ
と
を
明
ら

か
に
し
て
い
る（
（1
（

。
そ
し
て
佛
光
寺
本
と
照
願
寺
本
の
筆
跡
は
一
致
し
な
い
の
で
、
照

願
寺
本
お
よ
び
同
一
筆
跡
の
康
楽
寺
本
は
三
条
公
忠
で
は
な
い
。
揮
毫
者
の
特
定
は

今
後
の
重
要
な
研
究
課
題
で
あ
る
が
、
正
直
な
と
こ
ろ
筆
者
の
能
力
を
は
る
か
に
超

過
し
て
い
る
。

四
　
康
楽
寺
本
の
絵
相

（
1
）
概
観

　

康
楽
寺
本
の
絵
相
は
、
康
永
本
、
照
願
寺
本
と
ほ
ぼ
同
一
で
あ
る
。
前
述
の
よ
う

に
、
康
永
本
の
画
工
に
つ
い
て
は
覚
如
が
巻
二
の
奥
書
に
「
康
楽
寺
沙
弥
円
寂
」、

巻
四
奥
書
に
「
大
法
師
宗
舜
康
楽
寺
弟
子
」
で
あ
っ
た
こ
と
を
記
し
、
ま
た
照
願
寺

本
に
つ
い
て
も
先
行
研
究
で
は
康
永
本
と
同
様
な
筆
致
か
ら
画
工
は
円
寂
と
宗
舜
で

あ
る
と
さ
れ
て
き
た
。
し
た
が
っ
て
康
楽
寺
本
の
画
工
も
こ
の
二
人
で
あ
る
と
み
て

間
違
い
な
か
ろ
う
と
考
え
る
。

　

三
本
の
絵
相
が
細
か
な
違
い
を
除
い
て
は
同
一
で
あ
る
と
い
う
根
拠
の
一
つ
と
し

て
親
鸞
の
首
に
巻
か
れ
た
帽も
う

子す

の
有
無
が
あ
る
。
一
般
に
親
鸞
影
像
は
黒
衣
に
首
に

帽
子
を
巻
い
た
も
の
が
多
い
。
し
か
し
親
鸞
伝
絵
各
本
の
帽
子
の
有
無
を
観
察
す
る

と
意
外
に
ば
ら
つ
き
が
あ
る
。

　

琳
阿
本
は
吉
水
入
室
以
外
は
一
貫
し
て
帽
子
を
着
し
て
い
る
。
吉
水
入
室
の
親
鸞

は
延
暦
寺
の
寺
僧
と
し
て
描
か
れ
る
の
で
、白
い
僧
綱
襟
の
鈍
色
と
五
条
袈
裟
姿
で
、

こ
れ
は
他
の
各
本
に
も
共
通
し
て
い
る
。
高
田
本
は
六
角
夢
想
、
選
択
附
属
、
熊
野

霊
告
の
證
誠
殿
で
は
帽
子
が
な
い
が
、
そ
れ
以
外
の
場
面
で
は
熊
野
霊
告
の
五
条
西

桐
院
を
含
め
て
帽
子
が
描
か
れ
る
な
ど
一
貫
性
に
欠
け
て
い
る
。
弘
願
本
は
帽
子
の

親
鸞
も
描
か
れ
て
い
る
の
で
は
あ
る
が
、
六
角
夢
想
、
選
択
附
属
、
信
行
両
座
、
信

心
諍
論
は
僧
綱
襟
の
黒
衣
で
他
の
本
で
は
吉
水
入
室
以
外
に
は
見
ら
れ
な
い
僧
綱
襟

が
多
い
。
定
専
坊
本
は
上
巻
の
み
し
か
伝
わ
っ
て
い
な
い
が
帽
子
が
あ
る
の
は
六
角
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夢
想
と
入
西
鑑
察
の
二
箇
所
の
み
で
あ
る
。
ま
た
佛
光
寺
本
は
、
六
角
夢
想
、
選
択

附
属
、
熊
野
霊
告
の
五
条
西
桐
院
で
帽
子
が
な
い
。

　

こ
れ
に
対
し
て
康
永
本
、
照
願
寺
本
、
康
楽
寺
本
の
三
本
は
、
巻
一
、
巻
二
で
は

帽
子
が
な
く
、
巻
三
、
巻
四
に
な
る
と
一
箇
所
の
例
外
を
除
い
て
は
帽
子
を
首
に
巻

い
て
い
る
。
唯
一
の
例
外
は
康
楽
寺
本
巻
三
の
辨
圓
済
度
の
場
面
で
、
押
し
か
け
た

辨
圓
に
対
す
る
親
鸞
は
帽
子
を
着
け
て
い
る
が
辨
圓
が
弟
子
入
り
す
る
場
面
で
は
帽

子
が
な
い
（
後
掲
写
真
⑬
）。
こ
の
よ
う
に
帽
子
の
有
無
は
三
本
が
概
ね
一
致
し
、

し
か
も
巻
一
、
巻
二
と
巻
三
、
巻
四
で
き
れ
い
に
描
き
分
け
ら
れ
て
い
る
。

　

こ
の
帽
子
の
有
無
も
同
一
の
画
工
す
な
わ
ち
円
寂
と
宗
舜
が
、
こ
の
三
本
を
制
作

し
た
こ
と
を
う
か
が
わ
せ
る
も
の
と
い
え
よ
う
。
前
述
の
康
永
本
巻
二
奥
書
と
巻
四

奥
書
か
ら
、
円
寂
は
帽
子
を
描
か
ず
、
宗
舜
は
描
い
た
と
い
う
違
い
が
あ
っ
た
の
か

も
し
れ
な
い
。

　

三
本
の
な
か
で
康
楽
寺
本
に
特
異
な
事
象
と
し
て
下
書
き
の
薄
墨
線
が
観
察
さ
れ

る
。
そ
の
箇
所
と
し
て
は
、
巻
一
第
三
段
四
紙
の
門
（
写
真
⑪
）、
巻
二
第
三
段
一

紙
の
門
、
同
二
紙
の
僧
と
柱
（
写
真
⑫
）、
巻
三
第
一
段
一
紙
の
牛
飼
童
の
足
、
巻

三
第
三
段
三
紙
奥
の
親
鸞（
写
真
⑬
）、巻
四
第
二
段
二
紙
の
門
な
ど
が
あ
げ
ら
れ
る
。

門
の
部
分
に
散
見
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
画
工
が
門
を
描
く
こ
と
が
不
得
手
で
あ
っ
た

の
で
あ
ろ
う
か
と
も
想
像
さ
れ
る
。
ま
た
制
作
過
程
に
お
い
て
画
工
は
薄
墨
で
室
内

人
物
の
輪
郭
を
定
め
た
後
、
そ
の
上
に
柱
を
描
き
足
し
た
こ
と
が
見
て
取
れ
る
。

　

下
書
き
線
の
存
在
は
、
康
楽
寺
本
が
康
永
本
、
照
願
寺
本
の
祖
型
と
し
て
制
作
さ

れ
た
こ
と
を
想
起
さ
せ
る
。
そ
し
て
、
こ
の
三
本
の
差
異
を
詳
細
に
観
察
し
て
い
く

と
、
康
楽
寺
本
、
康
永
本
、
照
願
寺
本
の
順
に
描
き
込
み
が
多
く
な
っ
て
お
り
、
こ

の
順
番
に
制
作
さ
れ
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

　

次
節
で
は
、
巻
一
第
三
段
の
六
角
夢
想
、
巻
二
第
四
段
の
入
西
鑑
察
、
巻
四
第
二

段
の
熊
野
霊
告
と
い
う
特
徴
的
な
三
場
面
を
取
り
上
げ
、
詞
書
を
踏
ま
え
つ
つ
三
本

の
絵
相
に
つ
い
て
の
微
妙
な
差
異
を
見
て
み
た
い
。

（
2
）
康
楽
寺
本
、
康
永
本
、
照
願
寺
本
に
お
け
る
絵
相
の
差
異

１
　
巻
一
第
三
段
　
六
角
夢
想

　

絵
相
に
つ
い
て
述
べ
る
前
に
、
詞
書
の
概
要
を
確
認
し
て
お
く
。
こ
の
段
の
主
旨

は
、
聖
徳
太
子
創
建
と
さ
れ
る
六
角
堂
頂
法
寺
で
救
世
観
音
が
「
聖
僧
の
形
を
示
現

し
て
白
衲
の
袈
裟
を
着
服
せ
し
め
廣
大
の
白
蓮
華
に
端
坐
し
て
」
現
れ
、
参
籠
中
の

親
鸞
に
夢
告
を
与
え
た
こ
と
で
あ
る
。

　

詞
書
は
専
修
寺
所
蔵
の
『
親
鸞
夢
記
』
を
指
す
と
思
わ
れ
る
「
彼
記
」
を
引
用
す

る
か
た
ち
で
そ
の
夢
告
は
「
行
者
宿
報
設
女
犯
、
我
成
玉
女
身
被
犯
、
一
生
之
間
能

荘
厳
、
臨
終
引
導
生
極
楽
」
と
い
う
も
の
で
あ
り
、
さ
ら
に
「
此
是
我
誓
願
也
。
善

信
こ
の
誓
願
の
旨
趣
を
宣
説
し
て
一
切
群
生
に
き
か
し
む
へ
し
」
と
告
げ
た
と
述
べ

る
。
そ
し
て
、
こ
の
夢
の
な
か
で
親
鸞
が
六
角
堂
の
正
面
か
ら
東
を
見
る
と
「
峨
々

た
る
岳
山
あ
り
。
そ
の
高
山
に
数
千
万
億
の
有
情
群
集
せ
り
と
み
ゆ
。
そ
の
と
き
告

命
の
こ
と
く
此
文
の
こ
こ
ろ
を
か
の
山
に
あ
つ
ま
れ
る
有
情
に
対
し
て
説
き
き
か
し

め
を
は
る
と
お
ほ
え
て
夢
悟
を
は
り
ぬ
」
と
し
て
い
る
。

　

ま
た
詞
書
は
次
の
よ
う
な
親
鸞
の
後
の
述
懐
も
記
す
。
イ
ン
ド
に
は
じ
ま
っ
た
仏
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教
が
日
本
に
根
づ
い
た
の
は
聖
徳
太
子
の
功
績
で
あ
り
、
ま
た
源
空
の
流
罪
に
連
坐

し
た
か
ら
こ
そ
親
鸞
が
配
所
に
赴
い
て
辺
鄙
の
人
び
と
に
教
え
を
伝
え
る
こ
と
が
で

き
た
。
こ
れ
ら
の
こ
と
が
ら
は
救
世
観
音
が
聖
徳
太
子
の
本
地
で
あ
っ
た
こ
と
、
ま

た
源
空
が
勢
至
菩
薩
の
化
身
で
あ
っ
た
こ
と
に
よ
っ
て
も
た
ら
さ
れ
た
。
こ
の
二
菩

薩
に
導
か
れ
て
阿
弥
陀
如
来
の
本
願
を
弘
め
る
こ
と
が
親
鸞
に
与
え
ら
れ
た
使
命
で

あ
っ
た
と
す
る
と
い
う
内
容
で
あ
る
。
そ
し
て
か
か
る
が
ゆ
え
に
阿
弥
陀
如
来
へ
の

帰
依
を
篤
く
せ
よ
と
親
鸞
が
述
べ
た
こ
と
、
さ
ら
に
は
親
鸞
が
聖
徳
太
子
を
崇
め
る

の
は
日
本
仏
教
の
恩
人
で
あ
る
太
子
へ
の
報
恩
の
念
か
ら
で
あ
る
と
し
て
い
る
。

　

つ
ま
り
、こ
の
詞
書
の
内
容
は
阿
弥
陀
如
来
の
本
願
を
観
音
菩
薩
た
る
聖
徳
太
子
、

勢
至
菩
薩
と
し
て
の
源
空
と
い
う
阿
弥
陀
如
来
三
尊
像
様
式
で
説
明
し
、
親
鸞
の
東

国
布
教
の
意
義
を
説
い
て
お
り
、
親
鸞
伝
絵
全
体
の
な
か
で
も
特
に
重
要
な
位
置
づ

け
を
与
え
ら
れ
た
場
面
で
あ
る（
（1
（

。

　

そ
の
絵
相
は
、
画
面
の
ほ
ぼ
中
央
に
六
角
堂
を
斜
め
上
か
ら
内
部
を
俯
瞰
す
る
構

図
で
描
き
、
そ
こ
に
は
異
時
同
図
法
で
蓮
台
に
座
し
た
僧
形
の
救
世
観
音
に
礼
拝
す

る
親
鸞
と
広
縁
か
ら
彼
方
を
見
つ
め
る
親
鸞
が
い
る
。
そ
の
広
縁
に
立
つ
親
鸞
の
視

線
の
先
、
東
方
向
と
意
識
さ
れ
た
画
面
の
端
に
向
か
っ
て
鳥
居
と
社
殿
、
そ
の
先
に

群
衆
と
連
山
が
あ
る
。
鳥
居
と
社
殿
は
現
在
も
六
角
堂
境
内
に
あ
る
唐
崎
社
で
あ
ろ

う
と
推
知
さ
れ
る
。
そ
し
て
画
面
奥
は
六
角
堂
内
で
眠
る
人
び
と
と
境
内
地
と
な
っ

て
い
る
。

　

構
図
は
康
永
本
、
照
願
寺
本
、
康
楽
寺
本
と
も
に
ほ
ぼ
同
様
で
あ
る
。
し
か
し
康

永
本
と
照
願
寺
本
の
神
社
は
鳥
居
と
本
殿
の
間
に
拝
殿
が
あ
る
が
、
康
楽
寺
本
に
は

拝
殿
が
な
い
。ま
た
康
楽
寺
本
の
鳥
居
に
は
榊
と
思
わ
れ
る
枝
が
飾
ら
れ
て
い
る
が
、

康
永
本
、
照
願
寺
本
に
は
そ
れ
が
な
い
。
六
角
堂
本
堂
に
つ
い
て
は
三
本
と
も
ほ
ぼ

同
様
で
あ
る
が
、
照
願
寺
本
の
み
が
建
物
の
周
り
に
雨
落
ち
を
巡
ら
す
。

　

対
比
対
象
を
初
治
本
系
の
高
田
本
、
琳
阿
本
に
ま
で
広
げ
て
み
る
と
、
こ
の
二
本

は
六
角
堂
を
正
面
か
ら
俯
瞰
す
る
原
初
的
と
も
思
わ
れ
る
構
図
で
あ
り
、
ま
た
神
社

が
描
か
れ
て
い
な
い
。そ
し
て
高
田
本
は
救
世
観
音
が
蓮
台
に
座
ら
ず
立
っ
て
い
る
。

斜
め
上
か
ら
の
俯
瞰
や
神
社
は
再
治
本
で
取
り
入
れ
ら
れ
た
新
た
な
描
写
と
い
え
よ

う（
（1
（

。

　

そ
し
て
、
群
衆
と
重
な
る
「
峨
々
た
る
岳
山
」
と
し
て
描
か
れ
た
連
山
は
、
康
楽

寺
本
で
は
緑
色
で
塗
り
つ
ぶ
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
が
康
永
本
と
照
願
寺
本
で
は
山
に

樹
木
が
一
本
一
本
樹
形
が
わ
か
る
よ
う
に
描
か
れ
る
よ
う
に
な
る
。
そ
し
て
何
よ
り

も
注
目
さ
れ
る
の
は
描
か
れ
た
群
衆
の
人
数
で
あ
る
。
康
永
本
で
は
六
一
人
、
照
願

寺
本
は
八
六
人
、
康
楽
寺
本
が
三
五
人
と
な
っ
て
い
る
。「
数
千
万
億
の
有
情
群
集

せ
り
」
を
絵
に
し
て
い
る
の
で
あ
る
か
ら
人
数
は
多
い
ほ
ど
詞
書
に
即
し
て
い
る
と

い
う
こ
と
に
な
る
。
そ
う
す
る
と
こ
の
人
数
の
差
は
、
再
治
本
成
立
過
程
の
重
要
な

経
緯
、
す
な
わ
ち
絵
が
描
か
れ
た
時
間
差
を
反
映
し
て
い
る
と
考
え
て
も
許
さ
れ
る

の
で
は
な
い
か
と
思
う
。
つ
ま
り
最
初
に
康
楽
寺
本
が
描
か
れ
、
群
衆
に
つ
い
て
は

人
数
が
少
な
す
ぎ
る
と
い
う
指
摘
が
あ
っ
て
康
永
本
で
数
が
増
え
、
さ
ら
に
照
願
寺

本
で
多
く
の
人
び
と
を
描
き
足
し
た
と
想
定
す
る
こ
と
が
可
能
に
な
る
の
で
あ
る
。



て
い
つ
に
絵
伝
鸞
親
の
本
寺
楽
康

三
二

写真⑯　照願寺本　六角夢告（前半）

写真⑭　康楽寺本　六角夢想（前半）

写真⑮　康永本 六角夢告（前半）
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号
八
十
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第

四
二

写真⑲　照願寺本　六角夢告（後半）

写真⑰　康楽寺本　六角夢想（後半）

写真⑱　康永本　六角夢想（後半）



康
楽
寺
本
の
親
鸞
伝
絵
に
つ
い
て

二
五

２
　
巻
二
第
四
段
　
入
西
鑑
察

　

こ
の
段
は
高
田
本
に
は
な
く
、
先
行
諸
研
究
の
多
く
は
再
治
の
過
程
で
新
た
に
付

け
加
え
ら
れ
た
と
指
摘
し
て
い
る
。
た
だ
し
琳
阿
本
に
は
あ
る
の
で
、
再
治
段
階
で

入
っ
た
の
か
ど
う
か
は
琳
阿
本
の
成
立
時
期
を
ど
う
考
え
る
か
と
い
う
問
題
も
あ
り

判
断
が
難
し
い
。

　

内
容
は
絵
仏
師
定
禅
法
橋
を
め
ぐ
る
挿
話
で
あ
る
。
親
鸞
の
弟
子
で
あ
る
入
西
房

が
師
の
肖
像
を
制
作
し
た
い
と
思
っ
て
い
た
と
こ
ろ
、
そ
れ
を
察
し
た
親
鸞
が
七
条

辺
に
居
住
す
る
定
禅
法
橋
に
描
い
て
も
ら
お
う
と
提
案
す
る
。
そ
れ
ま
で
親
鸞
と
定

禅
は
面
識
が
な
か
っ
た
の
で
あ
る
が
、親
鸞
の
も
と
へ
来
た
定
禅
は
、そ
の
前
夜
（
仁

治
三
年
九
月
二
〇
日
夜
）
に
み
た
霊
夢
の
な
か
で
肖
像
を
描
い
た
善
光
寺
本
願
御
房

（
善
光
寺
聖
）
と
親
鸞
の
顔
が
そ
っ
く
り
で
あ
る
こ
と
に
感
激
す
る
。
夢
の
な
か
で

定
禅
は
こ
の
善
光
寺
本
願
御
房
は
生
身
の
阿
弥
陀
如
来
で
あ
る
と
感
じ
て
い
た
と
い

う
。
そ
し
て
親
鸞
こ
そ
は
阿
弥
陀
如
来
の
来
現
で
あ
る
と
確
信
せ
よ
と
い
う
内
容
に

な
っ
て
い
る
。

　

親
鸞
が
面
識
の
な
か
っ
た
定
禅
を
指
名
す
る
と
い
う
の
は
、
定
禅
が
そ
れ
だ
け
高

名
の
似
絵
画
家
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
な
の
で
あ
ろ
う
か
。
ま
た
親
鸞
は
定
禅
の
夢

に
出
て
き
た
善
光
寺
本
願
御
房
の
面
貌
と
同
一
で
あ
り
、
そ
の
こ
と
が
親
鸞
が
阿
弥

陀
如
来
の
来
現
で
あ
る
根
拠
に
な
っ
て
お
り
、
初
期
真
宗
と
善
光
寺
如
来
、
善
光
寺

聖
と
親
鸞
と
の
関
係
を
考
え
る
う
え
で
示
唆
に
富
む
内
容
で
あ
る
。

　

入
西
鑑
察
の
画
面
に
は
二
棟
の
建
物
が
描
か
れ
る
。
し
か
し
、
こ
の
二
棟
は
同
一

の
建
物
を
異
時
同
図
に
し
た
も
の
で
あ
る
。
最
初
の
建
物
に
は
広
縁
に
定
禅
法
橋
が

室
内
で
畳
に
座
す
る
親
鸞
と
対
面
し
て
い
る
。
定
禅
が
昨
夜
の
霊
夢
を
語
っ
て
い
る

で
あ
ろ
う
。
次
の
建
物
で
は
定
禅
法
橋
が
絵
筆
を
執
り
畳
に
座
る
親
鸞
を
描
い
て
い

る
。
い
ず
れ
の
親
鸞
も
帽
子
は
ま
と
っ
て
い
な
い
。
二
棟
の
建
物
を
描
い
て
詞
書
の

内
容
を
図
示
す
る
絵
相
は
、
康
永
本
、
照
願
寺
本
、
康
楽
寺
本
と
も
に
共
通
し
、
構

図
も
同
一
で
帽
子
を
着
さ
な
い
親
鸞
、
僧
綱
襟
の
定
禅
な
ど
の
描
き
方
も
同
様
で
あ

る
。

　

比
較
の
た
め
に
琳
阿
本
を
見
て
み
る
と
建
物
は
一
棟
だ
け
で
あ
り
、
定
禅
が
親
鸞

を
描
く
場
面
の
み
と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
定
禅
は
僧
綱
襟
で
は
な
く
親
鸞
と
同
様
に

帽
子
を
着
け
、
親
鸞
の
脇
に
は
巻
子
本
を
広
げ
る
僧
が
い
る
。
入
西
で
あ
ろ
う
か
。

建
物
が
一
棟
だ
け
と
い
う
の
は
弘
願
本
、
定
専
坊
本
も
同
様
で
あ
る
。
弘
願
本
は
琳

阿
本
同
様
に
親
鸞
を
描
く
定
禅
の
み
の
場
面
で
あ
り
、
定
専
坊
本
は
一
棟
の
建
物
に

部
屋
を
二
つ
描
き
、
霊
夢
語
り
と
素
描
を
そ
れ
ぞ
れ
の
部
屋
で
お
こ
な
う
と
い
う
構

図
に
な
っ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
建
物
を
二
棟
描
い
て
絵
解
き
を
す
る
の
が
、
康
永

本
、
照
願
寺
本
、
康
楽
寺
本
に
共
通
す
る
絵
相
と
い
え
る
。

　

次
に
三
本
の
差
異
を
見
て
み
よ
う
。
ま
ず
、霊
夢
を
語
る
第
一
の
建
物
の
場
面
は
、

康
永
本
と
康
楽
寺
本
は
ほ
と
ん
ど
同
一
で
あ
る
。
些
細
な
違
い
と
し
て
康
楽
寺
本
で

は
建
物
の
扉
が
閉
ま
っ
て
い
る
の
に
康
永
本
は
半
分
開
い
て
い
る
こ
と
と
広
縁
と
室

内
と
の
間
に
康
楽
寺
本
は
何
も
な
い
が
康
永
本
は
障
子
が
あ
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ

に
対
し
て
照
願
寺
本
は
建
具
の
描
き
方
は
同
じ
で
あ
る
が
、
建
物
の
外
に
座
し
て
侍

す
る
人
物
が
烏
帽
子
と
禿
か
ぶ
ろ

頭
の
侍
姿
の
二
人
で
あ
り
、
そ
の
奥
に
笠
が
あ
る
。
康
永

本
、
康
楽
寺
本
は
笠
を
脇
に
置
い
た
童
が
一
人
で
控
え
て
い
る
だ
け
で
あ
る
点
で
異
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号
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六
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写真㉒　照願寺本　入西鑑察（前半）

写真⑳　康楽寺本　入西鑑察（前半）

写真㉑　康永本　入西鑑察（前半）



て
い
つ
に
絵
伝
鸞
親
の
本
寺
楽
康

七
二

写真㉕　照願寺本　入西鑑察（後半）

写真㉓　康楽寺本　入西鑑察（後半）

写真㉔　康永本　入西鑑察（後半）



同
朋
大
学
佛
教
文
化
研
究
所
紀
要
　
第
三
十
八
号

二
八

な
っ
て
い
る
。
ま
た
照
願
寺
本
の
み
が
建
物
の
周
囲
に
雨
落
ち
を
描
く
。

　

第
一
の
建
物
と
第
二
の
建
物
の
間
は
垣
根
で
仕
切
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
が
、
康

楽
寺
本
の
垣
根
は
一
直
線
で
何
も
付
け
加
え
ら
れ
て
い
な
い
。
こ
れ
に
対
し
康
永
本

と
照
願
寺
本
の
垣
根
は
途
中
で
鉤
手
に
折
れ
、
蔓
性
植
物
が
絡
ん
で
花
を
つ
け
て
い

る
様
が
描
か
れ
て
い
る
。『
絵
巻
物
に
よ
る
日
本
常
民
生
活
絵
引
』（
以
下
、『
絵
引
』

と
略
称
）
が
照
願
寺
本
を
取
り
上
げ
て
お
り
、
垣
根
は
透す
い

垣が
い

、
蔓
性
植
物
は
朝
顔
か

旋ひ
る

花が
お

と
し
て
い
る（
（1
（

。
こ
の
場
面
は
仁
治
三
年
九
月
二
一
日
の
光
景
で
あ
り
、
グ
レ
ゴ

リ
オ
暦
で
換
算
す
る
と
一
二
四
一
年
一
一
月
三
日
に
な
る
。
旋
花
は
花
期
が
長
い
の

で
描
か
れ
た
花
は
朝
顔
で
は
な
く
旋
花
で
あ
ろ
う
。

　

垣
根
の
向
か
い
の
楓
は
三
本
と
も
共
通
す
る
が
、
康
楽
寺
本
は
幹
か
ら
の
び
る
枝

の
半
数
ほ
ど
が
紅
葉
し
た
楓
の
木
を
描
く
。
紅
葉
し
た
葉
は
し
っ
か
り
し
た
輪
郭
線

で
掌
の
形
に
切
り
込
ま
れ
て
か
た
ど
ら
れ
る
が
、
青
葉
は
葉
の
形
が
な
く
緑
に
塗
ら

れ
て
い
る
。
こ
れ
に
対
し
康
永
本
は
、
す
べ
て
の
葉
が
か
た
ど
ら
れ
て
紅
葉
し
、
さ

ら
に
散
り
紅
葉
を
付
け
加
え
て
い
る
。
照
願
寺
本
は
楓
の
葉
先
の
み
が
僅
か
に
赤
い

だ
け
で
紅
葉
し
て
い
な
い
が
青
葉
も
す
べ
て
か
た
ど
ら
れ
て
い
る
。
グ
レ
ゴ
リ
オ
暦

一
一
月
初
め
の
光
景
と
し
て
は
、
康
永
本
の
散
る
紅
葉
と
旋
花
の
取
り
合
わ
せ
は
い

か
に
も
不
自
然
で
あ
る
。
康
永
本
成
立
時
に
も
そ
う
し
た
指
摘
が
あ
っ
た
の
で
は
な

い
か
と
思
わ
れ
、
そ
れ
を
承
け
て
照
願
寺
本
で
は
旋
花
を
配
し
つ
つ
楓
は
紅
葉
し
て

い
な
い
よ
う
に
描
き
あ
ら
た
め
ら
れ
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
そ
し
て
照
願
寺
本
は

そ
の
楓
の
傍
ら
で
三
人
の
人
物
が
庭
を
愛
で
て
い
る
。
ま
た
康
永
本
と
照
願
寺
本
に

は
、
垣
根
の
脇
と
第
二
の
建
物
の
縁
の
下
の
二
箇
所
に
犬
が
い
る
が
、
康
楽
寺
本
に

犬
は
描
か
れ
て
い
な
い
。し
た
が
っ
て
三
本
の
な
か
で
は
康
楽
寺
本
が
最
も
簡
潔
で
、

康
永
本
、
照
願
寺
本
の
順
に
装
飾
性
が
高
く
な
る
と
い
え
る
。
そ
し
て
こ
の
傾
向
は

第
二
の
建
物
の
内
部
と
そ
の
奥
の
庭
の
描
写
で
よ
り
顕
著
に
見
て
取
る
こ
と
が
で
き

る
。

　

第
二
の
建
物
で
は
畳
に
座
る
親
鸞
の
姿
を
定
禅
が
描
い
て
い
る
の
で
あ
る
が
、
親

鸞
背
後
の
板
戸
と
そ
の
奥
の
庭
の
描
き
方
に
三
本
そ
れ
ぞ
れ
の
特
色
が
見
て
取
れ

る
。
ま
ず
板
戸
で
あ
る
が
、
康
楽
寺
本
は
無
地
で
木
目
の
み
で
あ
る
の
に
対
し
、
康

永
本
は
板
戸
に
草
花
が
描
か
れ
、照
願
寺
本
で
は
竹
と
虎
に
な
っ
て
い
る
。筆
を
執
っ

た
画
工
に
草
花
図
は
大
和
絵
、
竹
林
虎
図
は
唐
絵
と
い
う
よ
う
な
意
識
が
あ
っ
た
か

ど
う
か
は
わ
か
ら
な
い
が
、
草
花
図
よ
り
竹
林
虎
図
の
方
が
華
美
な
の
は
衆
目
の
一

致
す
る
と
こ
ろ
で
あ
ろ
う
。

　

奥
の
庭
は
築
山
か
ら
筧
で
水
を
導
き
、
手
水
鉢
を
経
て
手
前
に
流
れ
る
遣
水
と
そ

の
間
の
植
栽
を
三
本
と
も
同
一
の
構
図
で
描
い
て
い
る
。
し
か
し
植
栽
の
数
は
康
楽

寺
本
、
康
永
本
、
照
願
寺
本
の
順
で
多
く
な
り
、
照
願
寺
本
で
は
手
水
鉢
の
ま
わ
り

で
飛
び
交
う
鳥
ま
で
描
き
込
ま
れ
て
い
る
。
た
だ
し
照
願
寺
本
は
遣
水
の
左
側
が
極

端
に
狭
く
、
奥
の
一
部
分
が
切
り
取
ら
れ
て
い
る
よ
う
な
印
象
を
受
け
る
。

　

つ
ま
り
入
西
鑑
察
段
の
絵
は
三
本
と
も
同
一
の
構
図
で
あ
り
な
が
ら
、康
楽
寺
本
、

康
永
本
、
照
願
寺
本
の
順
で
付
加
物
や
装
飾
が
華
美
に
な
り
描
き
込
み
が
増
え
て
く

る
こ
と
が
明
瞭
に
観
察
で
き
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
も
三
本
の
制
作
順
を
反
映
し
て
い

る
の
で
あ
ろ
う
と
考
え
ら
れ
る
。



康
楽
寺
本
の
親
鸞
伝
絵
に
つ
い
て

二
九

3
　
巻
四
第
二
段
　
熊
野
霊
告

　

巻
四
は
箱
根
霊
告
、
熊
野
霊
告
、
洛
陽
遷
化
、
廟
堂
創
立
の
四
段
か
ら
な
る
。
四

段
の
う
ち
二
段
が
神
社
と
の
関
わ
り
で
、
初
期
真
宗
が
神
祇
と
の
関
わ
り
に
腐
心
し

た
こ
と
を
反
映
し
て
い
る
よ
う
に
思
え
る
。熊
野
霊
告
は
次
の
よ
う
な
内
容
で
あ
る
。

　

京
都
へ
帰
り
「
五
条
西
桐
院
わ
た
り
」
に
居
住
し
て
い
た
親
鸞
の
も
と
へ
専
修
念

仏
に
帰
依
す
る
「
常
陸
国
那
荷
西
郡
大
部
郷
」
の
「
平
太
郎
な
に
か
し
と
い
ふ
庶
民
」

が
訪
ね
、
領
主
に
命
じ
ら
れ
て
熊
野
権
現
に
参
詣
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
の
悩

み
を
打
ち
明
け
、
親
鸞
の
教
示
を
得
て
熊
野
へ
行
く
。
平
太
郎
は
「
賢
善
精
進
の
威

儀
を
標
す
へ
か
ら
す
」と
い
う
親
鸞
の
指
示
で
精
進
潔
斎
せ
ず
に
参
詣
し
た
と
こ
ろ
、

夢
の
な
か
で
熊
野
本
宮
證
誠
殿
か
ら
出
て
き
た
「
衣
冠
た
ゝ
し
き
俗
人
」
姿
の
熊
野

権
現
が
「
汝
何
そ
我
を
忽
緒
し
て
汚
穢
不
浄
に
し
て
参
詣
す
る
や
」
と
問
い
質
し
た
。

す
る
と
そ
こ
に
親
鸞
が
現
れ
て
熊
野
権
現
に
対
座
し
て
「
彼
は
善
信
か
訓
に
よ
り
て

念
仏
す
る
者
也
」
と
語
っ
た
と
こ
ろ
、
熊
野
権
現
は
「
敬
屈
の
礼
」
を
著
し
て
そ
れ

以
上
何
も
述
べ
な
か
っ
た
、
と
い
う
と
こ
ろ
で
夢
か
ら
覚
め
る
。
平
太
郎
は
帰
路
の

途
次
、
京
都
の
親
鸞
の
も
と
で
こ
の
体
験
を
報
告
す
る
と
親
鸞
は
「
其
事
也
」
と
述

べ
た
と
い
う
内
容
で
あ
る
。

　

平
太
郎
の
熊
野
参
詣
に
つ
い
て
は
、
一
六
世
紀
前
半
に
は
成
立
し
て
い
た
『
親
鸞

聖
人
御
因
縁
』
の
「
真
仏
因
縁
」
が
あ
る
。
親
鸞
に
帰
依
し
て
い
た
「
あ
や
し
の
田

夫
」
平
太
郎
が
領
主
の
人
足
の
一
人
と
し
て
熊
野
へ
行
き
、
領
主
ほ
か
の
一
行
が
熊

野
権
現
な
ど
諸
神
が
平
太
郎
の
念
仏
に
感
謝
す
る
と
い
う
同
じ
夢
を
見
た
の
で
真
仏

と
称
せ
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
と
い
う
内
容
で
あ
る
。
先
行
研
究
の
多
く
は
「
真
仏

因
縁
」
が
親
鸞
伝
絵
に
先
行
し
て
い
た
と
す
る（
（1
（

。
た
だ
し
「
真
仏
因
縁
」
で
は
平
太

郎
は
京
都
で
親
鸞
と
面
会
し
て
い
な
い
。「
真
仏
因
縁
」
に
つ
い
て
も
考
察
の
余
地

は
多
々
あ
る
の
で
あ
る
が
、
本
稿
で
は
あ
く
ま
で
も
親
鸞
伝
絵
の
テ
キ
ス
ト
に
し
た

が
っ
て
論
を
進
め
て
い
く
。

　
「
常
陸
国
那
荷
西
郡
大
部
郷
」
は
茨
城
県
水
戸
市
飯い
い

富と
み

町
の
こ
と
で
あ
ろ
う
と
さ

れ
て
い
る（
（1
（

。こ
の
地
の
鎌
倉
時
代
の
領
主
に
つ
い
て
は
不
明
で
あ
る
が
、「
真
仏
因
縁
」

は
佐
竹
末
方
、
知
空
『
御
絵
伝
照
蒙
記
』（
一
六
七
一
年
）
は
佐
竹
末
賢
と
す
る（
（2
（

。

　

そ
し
て
「
平
太
郎
な
に
か
し
と
い
ふ
庶
民
」
で
あ
る
が
、
庶
民
と
い
っ
て
も
領
主

の
命
を
受
け
、単
独
で
熊
野
ま
で
赴
き
、親
鸞
と
問
答
す
る
だ
け
の
仏
教
知
識
を
持
っ

て
い
た
の
で
あ
る
か
ら
、
覚
如
が
記
す
平
太
郎
は
領
主
支
配
下
の
隷
属
農
民
で
あ
る

下
人
、
所
従
で
は
あ
る
ま
い
。
中
世
身
分
社
会
の
な
か
で
は
侍
と
凡
下
の
区
別
が
厳

然
と
存
在
し
た
こ
と
が
知
ら
れ
て
い
る
が
、
知
行
権
を
持
つ
侍
に
対
し
郎
従
な
ど
侍

の
従
者
以
下
は
下
人
に
至
る
ま
で
凡
下
に
括
ら
れ
、こ
の
凡
下
こ
そ
が
庶
民
で
あ
る
。

　

た
だ
し
侍
の
従
者
全
て
が
凡
下
で
あ
っ
た
わ
け
で
は
な
い
。
鎌
倉
幕
府
の
規
定
で

は
「
郎
従
以
下
」
が
凡
下
と
定
め
ら
れ
て
い
た
が
、
実
態
的
に
は
被
官
と
も
呼
称
さ

れ
る
郎
党
、
郎
従
は
、
侍
品
、
殿
原
と
し
て
侍
扱
い
で
遇
さ
れ
、
そ
れ
以
下
が
卑
賤

な
所
従
、
小
者
で
あ
り
凡
下
身
分
で
あ
る（
（2
（

。
つ
ま
り
侍
、
侍
に
準
ず
る
身
分
、
凡
下

の
三
身
分
が
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
に
な
る
が
、
侍
、
侍
に
準
ず
る
身
分
は
と
も
に
名

字
を
名
乗
り
、
帯
刀
し
て
市
中
で
の
騎
乗
が
認
め
ら
れ
て
い
る
の
で
広
義
の
侍
身
分

と
い
え
る
。

　

そ
し
て
侍
に
準
ず
る
身
分
の
郎
従
と
凡
下
で
あ
る
小
者
の
間
に
は
中
ち
ゅ
う

間げ
ん

と
よ
ば
れ
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る
ま
さ
し
く
中
間
層
が
存
在
し
た
。
近
世
の
中
間
は
小
者
の
意
味
で
使
わ
れ
る
が
、

中
世
の
中
間
は
侍
身
分
と
し
て
遇
さ
れ
た
郎
従
と
卑
賤
な
小
者
の
間
に
立
つ
従
者
の

こ
と
で
、
最
上
層
の
凡
下
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

　

中
間
は
名
字
の
あ
る
広
義
の
侍
身
分
と
区
別
さ
れ
て
い
た
事
例
も
残
さ
れ
て
い
る（
（2
（

の
で
名
字
を
記
さ
れ
な
い
平
太
郎
は
中
間
で
あ
っ
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
鎌
倉
時

代
後
期
に
は
北
条
氏
の
被
官
＝
郎
従
で
あ
る
武
士
に
は
真
宗
の
支
援
者
が
多
く（
（2
（

、
初

期
真
宗
を
支
え
た
有
力
階
層
が
被
官
層
武
士
、
あ
る
い
は
そ
の
下
位
の
中
間
な
ど
で

あ
っ
た
可
能
性
が
高
い（
（2
（

。
な
か
で
も
佛
光
寺
の
了
源
は
、
六
波
羅
探
題
で
あ
っ
た
大

仏
維
貞
の
被
官
で
あ
る
比
留
左
衛
門
太
郎
維
広
に
仕
え
る
中
間
の
弥
三
郎
で
あ
っ
た

こ
と
が
『
存
覚
一
期
記
』
元
応
二
（
一
三
二
〇
）
年
条
に
記
さ
れ
て
い
る
。

　

平
太
郎
は
領
主
に
仕
え
る
身
で
あ
る
の
だ
が
、詞
書
に
は
「
所
務
に
駈
れ
て
」、「
領

主
に
も
駈
仕
し
て
」熊
野
へ
行
く
こ
と
を
命
じ
ら
れ
た
と
記
さ
れ
て
い
る
。こ
の「
駈
」

は
「
駆
」
の
俗
字
で
あ
る
。「
駈
仕
」
は
『
大
漢
和
辞
典
』
に
も
『
日
本
国
語
大
辞
典
』

に
も
掲
載
さ
れ
て
い
な
い
語
で
あ
る
が
、『
経
覚
私
要
抄
』
寛
正
六
（
一
四
六
五
）

年
五
月
一
一
日
条
に
「
宰
領
一
番
頭
駈
仕
」、「
三
番
頭
駈
仕
所
役
」
な
ど
番
編
成
で

仏
事
に
従
事
す
る
堂
衆
の
職
名
に
つ
い
て
の
用
例
が
あ
り
、
命
令
に
従
っ
て
労
務
に

従
事
す
る
事
・
者
を
意
味
す
る
の
で
あ
ろ
う
。
中
間
と
し
て
の
働
き
方
を
よ
く
示
す

こ
と
ば
で
あ
る
よ
う
に
考
え
ら
れ
る
。

　

そ
し
て
以
下
に
述
べ
る
よ
う
に
、
平
太
郎
が
中
間
で
あ
っ
た
と
の
想
定
は
絵
相
か

ら
も
う
か
が
え
る
。

　

熊
野
霊
告
の
絵
相
は
、
康
楽
寺
本
、
康
永
本
、
照
願
寺
本
と
も
に
五
条
西
桐
院
の

親
鸞
庵
室
と
熊
野
本
宮
證
誠
殿
の
二
場
面
か
ら
構
成
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
う
ち
五
条

西
桐
院
で
は
居
室
の
畳
に
胡
座
す
る
親
鸞
に
面
会
す
る
平
太
郎
は
、
三
本
と
も
に
広

縁
の
板
敷
に
座
っ
て
描
か
れ
て
い
る
。
侍
烏
帽
子
を
か
ぶ
り
、
裸
足
で
左
足
は
片
膝

を
立
て
右
足
は
跪
坐
（
爪
立
ち
）
で
両
手
は
膝
の
上
で
交
叉
さ
せ
て
い
る
。
こ
の
不

思
議
な
姿
勢
に
つ
い
て
は
、
今
の
と
こ
ろ
他
の
事
例
を
示
す
こ
と
が
で
き
な
い
で
い

る
が
、
室
内
で
は
な
く
広
縁
に
い
る
こ
と
と
併
せ
て
、
い
か
に
も
領
主
に
仕
え
る
こ

と
を
生
業
と
し
て
い
る
平
太
郎
の
社
会
的
身
分
を
反
映
し
て
い
る
か
の
よ
う
な
描
き

方
に
思
え
る
。

　

五
条
西
桐
院
の
場
面
に
つ
い
て
康
楽
寺
本
、
康
永
本
、
照
願
寺
本
の
差
異
を
見
て

い
く
と
次
の
よ
う
な
こ
と
が
ら
が
観
察
さ
れ
る
。
ま
ず
建
物
で
あ
る
が
、
康
楽
寺
本

の
親
鸞
居
室
は
高
麗
縁
の
畳
が
敷
か
れ
、
襖
に
は
水
辺
に
菖
蒲
か
燕
子
花
と
思
わ
れ

る
植
物
が
点
在
す
る
絵
が
描
か
れ
て
い
る
。
そ
の
奥
の
部
屋
は
板
敷
で
黒
塗
り
框
に

無
地
の
板
戸
と
舞
良
戸
が
あ
る
。

　

康
永
本
の
親
鸞
居
室
は
襖
の
絵
が
複
雑
に
な
り
、水
の
流
れ
が
大
き
く
蛇
行
す
る
。

親
鸞
の
背
後
の
壁
は
康
楽
寺
本
で
は
白
壁
だ
け
だ
っ
た
も
の
が
康
永
本
で
は
板
扉
と

障
子
に
な
る
。
そ
の
奥
の
板
敷
の
部
屋
に
は
円
座
の
よ
う
な
も
の
が
見
え
、
板
戸
に

は
老
松
が
描
か
れ
舞
良
戸
は
障
子
に
替
わ
っ
て
い
る
。

　

照
願
寺
本
の
親
鸞
居
室
の
襖
絵
は
、
康
楽
寺
本
、
康
永
本
に
比
べ
大
き
く
変
化
し
、

水
辺
を
白
鷺
が
飛
行
し
、
あ
る
い
は
泳
い
で
い
る
。
襖
の
框
も
康
楽
寺
本
、
康
永
本

で
は
褐
色
で
あ
っ
た
も
の
が
照
願
寺
本
で
は
白
地
に
図
柄
の
入
っ
た
非
常
に
豪
華
な

造
り
に
変
わ
っ
て
い
る
。
親
鸞
の
背
後
は
康
永
本
と
同
じ
板
戸
と
障
子
で
あ
る
が
照
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三

写真㉘　照願寺本　熊野霊告（前半）

写真㉖　康楽寺本　熊野霊告（前半）

写真㉗　康永本　熊野霊告（前半）
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写真㉛　照願寺本　熊野霊告（後半）

写真㉙　康楽寺本　熊野霊告（後半）

写真㉚　康永本　熊野霊告（後半）



康
楽
寺
本
の
親
鸞
伝
絵
に
つ
い
て

三
三

願
寺
本
は
障
子
に
簾
が
加
わ
っ
て
く
る
。
板
の
間
は
康
楽
寺
本
で
は
舞
良
戸
、
康
永

本
で
は
障
子
で
あ
っ
た
部
分
が
舞
良
戸
に
な
っ
て
お
り
康
永
本
に
あ
っ
た
円
座
の
よ

う
な
も
の
は
な
く
な
っ
て
い
る
が
、
奥
の
板
戸
の
絵
は
康
永
本
は
老
松
の
み
で
あ
っ

た
の
に
対
し
て
照
願
寺
本
で
は
新
た
に
池
と
庭
石
が
加
え
ら
れ
、
さ
ら
に
松
の
脇
に

は
鶴
が
描
か
れ
て
い
る
。

　

雨
落
ち
に
つ
い
て
は
康
永
本
、
照
願
寺
本
に
は
あ
る
が
、
康
楽
寺
本
に
は
な
い
。

　

つ
ま
り
絵
は
三
本
と
も
同
一
の
構
図
で
あ
り
な
が
ら
、
康
楽
寺
本
、
康
永
本
、
照

願
寺
本
の
順
で
付
加
物
や
装
飾
が
華
美
に
な
り
描
き
込
み
が
増
え
て
く
る
と
い
う
六

角
夢
想
段
や
入
西
鑑
察
段
で
観
察
さ
れ
た
の
と
同
じ
相
異
が
熊
野
霊
告
段
五
条
西
桐

院
で
も
見
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

　

次
に
描
か
れ
て
い
る
人
物
に
つ
い
て
で
あ
る
。
人
物
は
黄
色
い
着
物
に
首
に
帽
子

を
巻
い
た
親
鸞
、
平
太
郎
、
広
縁
に
立
つ
黒
衣
・
墨
袈
裟
の
僧
二
人
で
あ
る
。
通
常
、

親
鸞
は
黒
衣
・
墨
袈
裟
を
ま
と
っ
て
描
か
れ
て
い
る
が
、
康
楽
寺
本
、
康
永
本
、
照

願
寺
本
に
関
し
て
は
、
辨
圓
済
度
の
庵
室
前
で
杖
を
つ
き
な
が
ら
突
然
押
し
か
け
て

き
た
辨
圓
に
対
す
る
場
面
、
熊
野
霊
告
の
こ
の
五
条
西
桐
院
の
場
面
、
そ
し
て
洛
陽

遷
化
の
三
箇
所
の
親
鸞
は
黄
色
い
着
物
で
あ
る
。
い
ず
れ
も
褻
の
場
で
、
特
に
辨
圓

済
度
で
は
突
然
現
れ
た
辨
圓
の
時
に
は
こ
の
黄
色
い
着
物
で
あ
っ
た
親
鸞
が
、
次
の

辨
圓
が
弟
子
入
り
す
る
場
面
で
は
着
衣
が
黒
衣
・
墨
袈
裟
（
写
真
⑬
）
に
替
わ
っ
て

い
る
。
明
ら
か
に
こ
の
黄
色
い
着
物
は
寛
い
だ
日
常
着
を
描
い
た
も
の
で
あ
ろ
う
と

推
定
さ
れ
、
お
そ
ら
く
帷か
た

子び
ら

な
の
で
あ
ろ
う（
（2
（

。
黄
色
い
着
物
は
、
平
太
郎
が
唐
突
に

親
鸞
庵
室
を
訪
れ
て
来
た
こ
と
を
絵
で
語
ろ
う
と
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

　

な
お
親
鸞
伝
絵
諸
本
の
熊
野
霊
告
五
条
西
桐
院
で
の
場
面
で
親
鸞
が
黄
色
い
着
衣

な
の
は
康
楽
寺
本
、
康
永
本
、
照
願
寺
本
の
み
で
他
の
本
は
黒
衣
・
墨
袈
裟
か
黒
衣

の
み
と
な
っ
て
い
る
。
そ
し
て
高
麗
縁
の
畳
に
座
っ
た
親
鸞
と
広
縁
に
立
つ
黒
衣
・

墨
袈
裟
の
僧
二
人
は
康
楽
寺
本
、
康
永
本
、
照
願
寺
本
の
三
本
に
共
通
す
る
。
大
き

く
異
な
る
の
は
広
縁
に
座
る
平
太
郎
の
着
衣
で
あ
る
。

　
『
絵
引
』
は
照
願
寺
本
の
平
太
郎
の
着
衣
に
つ
い
て
侍
烏
帽
子
に
直
垂
、
指
貫
と

す
る（
（2
（

。
直
垂
に
つ
い
て
服
飾
史
で
な
さ
れ
て
い
る
説
明
を
簡
単
に
要
約
す
る
と
、
武

士
に
用
い
ら
れ
た
着
衣
で
上
衣
と
下
衣
か
ら
な
り
、
上
衣
は
袖
付
き
前
合
わ
せ
の
着

物
で
袖
を
括
る
袖
露
が
あ
り
、胸
の
あ
わ
せ
は
胸
緒
で
結
ん
だ
。
下
衣
は
袴
で
あ
り
、

原
則
と
し
て
上
衣
と
共
布
で
袴
の
腰
紐
は
白
平
絹
で
あ
る
と
さ
れ
る
。
直
垂
の
下
衣

の
上
に
指
貫
な
ど
を
着
す
る
こ
と
も
あ
っ
た
と
す
る
。

　

た
だ
し
絵
に
描
か
れ
た
直
垂
は
、
特
に
絵
巻
物
で
は
、
胸
緒
が
描
か
れ
な
い
こ
と

が
多
く
、
小
袖
に
袴
姿
と
識
別
す
る
に
は
腰
の
白
平
絹
（
白
腰
）
の
有
無
で
判
断
す

る
し
か
な
い
と
考
え
る
。
以
下
に
述
べ
る
直
垂
に
つ
い
て
も
白
平
絹
（
白
腰
）
が
あ

る
も
の
を
直
垂
と
し
て
論
じ
て
い
く
。

　

照
願
寺
本
の
平
太
郎
の
上
半
身
は
前
合
わ
せ
の
襟
に
腰
に
は
白
い
紐
（
白
腰
）、

そ
し
て
袴
の
裾
に
は
上
半
身
と
同
じ
生
地
が
見
え
る
の
で
確
か
に
直
垂
で
あ
ろ
う
。

直
垂
は
上
下
共
裂
で
あ
る
が
平
太
郎
の
下
半
身
は
上
半
身
と
は
色
も
文
様
も
異
な
る

袴
で
あ
り
、
直
垂
に
合
わ
せ
る
袴
は
指
貫
と
い
う
こ
と
に
な
り
、『
絵
引
』
の
解
説

は
首
肯
で
き
る
見
解
で
あ
る
。
そ
し
て
照
願
寺
本
の
平
太
郎
を
子
細
に
観
察
し
て
い

く
と
、
侍
烏
帽
子
に
は
懸
緒
が
あ
り
、
直
垂
の
袖
口
に
は
褐
色
の
大
帷
子
（
直
垂
の
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下
に
着
る
肌
着
）
と
思
わ
れ
る
も
の
が
見
え
、
腰
に
は
腰
刀
と
袋
と
二
条
の
打
ち
紐

が
あ
る
。

　

こ
の
袋
に
つ
い
て
は
、津
田
徹
英
が
佛
光
寺
本
を
検
討
し
た
際
に「
六
角
夢
想
」「
選

択
相
伝
」「
越
後
流
罪
」「
箱
根
霊
告
」「
一
切
経
校
合
」
に
こ
の
袋
を
腰
に
下
げ
る

人
物
が
描
か
れ
て
い
る
こ
と
を
指
摘
し
て
『
絵
引
』
を
参
考
に
火
打
袋
と
解
す
る
の

が
穏
当
と
し
て
い
る（
（2
（

。
な
お
佛
光
寺
本
の
平
太
郎
は
組
紐
と
思
わ
れ
る
打
ち
紐
二
条

が
あ
る
も
の
の
火
打
袋
は
見
え
な
い
。

　

し
か
し
、
こ
う
し
た
照
願
寺
本
の
着
衣
は
「
平
太
郎
な
に
か
し
と
い
ふ
庶
民
」
と

い
う
詞
書
か
ら
は
著
し
く
隔
た
っ
た
侍
身
分
の
も
の
で
あ
る
。
懸
緒
（
烏
帽
子
懸
）

も
侍
身
分
に
許
さ
れ
て
い
た
も
の
の
よ
う
で
、『
式
目
追
加
』
追
加
法
第
五
六
三
条

は
「
凡
下
輩
烏
帽
子
懸
足
袋
可
止
之（
（2
（

」
と
し
、『
建
武
以
来
追
加
』
貞
治
六
（
一
三

六
七
）
年
一
二
月
二
九
日
の
禁
制
條
々
に
は
「
同
輩
（
筆
者
注
「
中
間
以
下
輩
」）、

直
垂
之
絹
裏
、
絹
紐
、
并
烏
帽
子
懸
不
可
用
事（
（2
（

」
と
あ
り
、
鎌
倉
幕
府
も
室
町
幕
府

も
と
も
に
中
間
以
下
の
凡
下
身
分
に
は
懸
緒
（
烏
帽
子
懸
）
を
禁
じ
て
い
た
。
し
た

が
っ
て
庶
民
で
あ
る
は
ず
の
平
太
郎
に
懸
緒
は
不
釣
り
合
い
と
い
え
る
。

　

康
永
本
の
平
太
郎
も
直
垂
、
指
貫
を
着
用
し
て
い
る
。
白
腰
で
あ
る
こ
と
か
ら
直

垂
と
判
断
で
き
る
が
、
袴
の
裾
の
下
に
直
垂
の
裾
は
描
か
れ
て
い
な
い
。
腰
刀
と
火

打
袋
、
打
ち
紐
は
照
願
寺
本
と
同
様
で
あ
る
が
、
直
垂
の
袖
に
大
帷
子
は
見
え
な
い
。

そ
し
て
侍
烏
帽
子
に
は
懸
緒
が
な
い
。

　

こ
れ
に
対
し
て
康
楽
寺
本
に
お
け
る
平
太
郎
の
着
衣
は
大
き
く
異
な
る
。
直
垂
特

有
の
白
い
腰
紐
（
白
腰
）
が
な
い
の
で
上
半
身
の
着
衣
は
小
袖
で
あ
ろ
う
。
下
半
身

の
袴
は
色
も
模
様
も
上
半
身
の
小
袖
と
は
異
な
る
が
、
小
袖
に
と
も
な
う
袴
は
小
袴

と
い
う
こ
と
に
な
る
。
ま
た
腰
刀
も
火
打
袋
も
帯
び
て
い
な
い
。
侍
烏
帽
子
は
か
ぶ

る
が
康
永
本
同
様
に
懸
緒
は
な
く
、
さ
ら
に
侍
烏
帽
子
か
ら
ほ
つ
れ
た
髪
の
毛
が
描

き
込
ま
れ
て
い
る
。

　

こ
の
よ
う
な
照
願
寺
本
、
康
永
本
、
康
楽
寺
本
に
描
か
れ
た
平
太
郎
の
着
衣
に
見

ら
れ
る
身
分
表
現
の
相
異
に
つ
い
て
ど
の
よ
う
に
解
釈
で
き
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
詞

書
の
「
平
太
郎
な
に
か
し
と
い
ふ
庶
民
」
に
最
も
近
い
の
が
康
楽
寺
本
で
あ
る
。
侍

烏
帽
子
に
小
袖
、
小
袴
で
髪
の
ほ
つ
れ
を
と
も
な
い
、
無
腰
の
姿
は
、
仕
え
る
領
主

の
命
令
で
走
り
回
る
凡
下
身
分
の
中
間
に
ふ
さ
わ
し
く
思
え
る
。

　

康
永
本
、
照
願
寺
本
の
平
太
郎
は
康
楽
寺
本
と
同
一
の
構
図
で
あ
る
が
着
衣
だ
け

は
直
垂
に
指
貫
で
腰
刀
と
火
打
袋
を
帯
び
る
姿
に
変
化
し
て
い
る
。
こ
の
着
衣
は
明

ら
か
に
侍
の
も
の
で
あ
り
、
庶
民
＝
凡
下
と
い
う
平
太
郎
の
身
分
に
は
不
相
応
で
あ

る
。
特
に
直
垂
に
指
貫
と
い
う
組
み
合
わ
せ
は
、
も
と
は
小
袖
と
小
袴
で
あ
っ
た
も

の
を
小
袖
を
直
垂
に
替
え
た
た
め
袴
を
指
貫
に
せ
ざ
る
を
得
な
く
な
り
、
非
常
に

重
々
し
い
衣
体
の
表
現
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
と
推
知
さ
れ
る
。

　

な
お
親
鸞
伝
絵
の
他
の
諸
本
を
見
て
み
る
と
高
田
本
、
琳
阿
本
、
弘
願
本
も
平
太

郎
を
直
垂
と
指
貫
に
帯
刀
し
た
侍
姿
で
描
い
て
い
る
。
と
こ
ろ
が
佛
光
寺
本
の
平
太

郎
は
帯
刀
す
る
も
の
の
着
衣
に
白
平
絹
（
白
腰
）
が
な
く
小
袖
と
小
袴
に
な
っ
て
お

り
、
ま
た
両
足
で
跪
坐
を
し
て
右
手
に
は
数
珠
を
持
つ
と
い
う
留
意
す
べ
き
描
き
方

で
あ
る
。
と
も
あ
れ
康
永
本
、
照
願
寺
本
と
は
異
な
り
平
太
郎
を
小
袖
、
小
袴
、
無

腰
の
凡
下
と
し
て
詞
書
の
「
庶
民
」
に
即
し
て
表
現
す
る
の
は
康
楽
寺
本
の
大
き
な



康
楽
寺
本
の
親
鸞
伝
絵
に
つ
い
て
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特
徴
で
あ
る
と
い
え
る
。

　

ま
た
一
般
に
中
世
で
は
身
分
間
で
座
る
場
所
が
異
な
る
。『
吾
妻
鏡
』
宝
治
元
（
一

二
四
七
）
年
一
二
月
一
二
日
条
は
訴
訟
人
の
座
席
に
つ
い
て
「
侍
客
人
座
」「
郎
等

広
庇
」「
雑
人
大
庭（
（3
（

」
と
し
て
い
る
。
こ
の
訴
訟
人
参
候
座
籍
規
定
か
ら
類
推
で
き

る
こ
と
は
、
身
分
間
の
座
位
に
つ
い
て
、
同
等
身
分
以
上
は
客
人
座
、
下
位
は
広
庇
、

さ
ら
に
格
下
は
庭
先
に
居
る
べ
き
存
在
と
し
て
扱
わ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
広
縁
は

広
庇
と
同
義
（
広
庇
に
覆
わ
れ
た
軒
下
が
広
縁
）
で
あ
り
、
平
太
郎
が
広
縁
に
座
し

て
い
る
の
は
、
親
鸞
と
の
身
分
差
を
あ
ら
わ
し
た
も
の
で
、
平
太
郎
の
庶
民
＝
凡
下

身
分
を
説
明
す
る
着
座
場
所
で
あ
っ
た
は
ず
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
康
永
本
、
照
願
寺

本
で
は
、
座
る
場
所
と
姿
勢
は
そ
の
ま
ま
に
着
衣
だ
け
が
侍
の
そ
れ
に
格
上
げ
さ
れ

た
た
め
に
社
会
的
地
位
と
服
装
が
甚
だ
不
均
衡
に
な
っ
て
い
る
。

　

な
ぜ
こ
の
よ
う
な
変
化
が
お
こ
っ
た
の
か
を
想
像
す
る
と
、
康
楽
寺
本
が
詞
書
に

沿
っ
て
描
い
た
平
太
郎
に
対
し
て
、
覚
如
か
覚
如
周
辺
の
人
物
が
異
を
と
な
え
て
平

太
郎
を
殊
更
高
い
身
分
に
描
く
よ
う
画
工
に
要
請
が
あ
り
、
構
図
を
維
持
し
つ
つ
着

衣
だ
け
を
変
え
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
平
太
郎
の
後
継
者
が
初
期
真
宗
に
お
け
る

有
力
者
に
な
っ
て
い
た
と
考
え
て
も
差
し
支
え
な
さ
そ
う
で
あ
る
。
そ
し
て
照
願
寺

本
の
発
注
者
は
平
太
郎
を
康
永
本
よ
り
も
立
派
に
描
く
こ
と
を
要
求
し
た
た
め
烏
帽

子
に
懸
緒
が
加
わ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
想
像
さ
れ
る
。

　

次
に
熊
野
本
宮
證
誠
殿
の
場
面
を
考
察
す
る
。
再
治
本
の
三
本
は
と
も
に
画
面
の

上
半
分
の
證
誠
殿
で
熊
野
権
現
と
親
鸞
が
対
座
し
、
下
半
分
の
拝
殿
で
平
太
郎
な
ど

参
詣
者
が
寝
て
い
る
構
図
に
な
っ
て
い
る
。
康
楽
寺
本
と
康
永
本
と
の
違
い
は
、
康

楽
寺
本
の
證
誠
殿
が
朱
塗
り
柱
に
白
壁
な
の
に
康
永
本
の
壁
に
は
緑
色
の
御
簾
と
思

わ
れ
る
も
の
に
よ
っ
て
壁
全
体
が
覆
わ
れ
て
い
る
こ
と
、
康
永
本
證
誠
殿
の
床
下
に

は
亀
腹
が
見
え
る
の
に
対
し
康
楽
寺
本
に
は
な
い
こ
と
、
證
誠
殿
広
縁
を
支
え
る
柱

が
康
楽
寺
本
で
は
上
部
の
柱
と
同
様
の
朱
塗
り
で
あ
る
の
に
康
永
本
で
は
無
地
に
描

き
分
け
ら
れ
て
い
る
こ
と
、
拝
殿
の
人
物
が
康
楽
寺
本
が
四
人
に
対
し
康
永
本
が
九

人
い
る
こ
と
な
ど
で
、
こ
こ
で
も
康
楽
寺
本
に
比
べ
て
康
永
本
の
描
き
込
み
が
多
い

こ
と
は
指
摘
で
き
る
が
、
そ
の
違
い
は
僅
か
で
あ
る
。

　

と
こ
ろ
が
照
願
寺
本
に
な
る
と
拝
殿
で
寝
て
い
る
人
数
は
五
人
で
、
康
永
本
よ
り

少
な
い
が
、
證
誠
殿
の
描
き
方
が
大
き
く
変
わ
る
。
康
楽
寺
本
、
康
永
本
の
社
殿
は

左
右
に
唐
獅
子
を
と
も
な
う
一
棟
し
か
な
い
の
に
対
し
、
照
願
寺
本
の
證
誠
殿
は
熊

野
権
現
と
親
鸞
が
対
座
す
る
社
殿
以
外
に
左
右
に
あ
わ
せ
て
四
棟
が
並
立
し
て
描
か

れ
て
い
る
。
し
か
も
合
計
五
棟
の
社
殿
に
は
全
て
一
対
ず
つ
の
唐
獅
子
が
あ
り
、
さ

ら
に
各
棟
の
広
縁
欄
干
に
は
格こ
う

狭ざ

間ま

が
施
さ
れ
、
す
や
り
霞
が
ほ
と
ん
ど
な
く
、
き

わ
め
て
入
念
か
つ
豪
華
な
造
り
に
描
か
れ
て
い
る
。
お
そ
ら
く
照
願
寺
本
の
制
作
依

頼
者
が
熊
野
権
現
を
重
視
し
重
厚
絢
爛
に
描
く
こ
と
を
康
楽
寺
画
工
に
求
め
た
の
で

は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。
制
作
依
頼
者
は
熊
野
信
仰
が
濃
密
に
展
開
し
て
い
た
地
域

の
住
人
で
は
な
か
ろ
う
か
。

五
　
康
楽
寺
本
の
位
置
づ
け
と
再
治
本
の
制
作
過
程

　

こ
こ
ま
で
康
楽
寺
本
を
康
永
本
、
照
願
寺
本
と
対
比
し
な
が
ら
考
察
し
て
き
た
。
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康
楽
寺
本
の
詞
書
筆
跡
は
照
願
寺
本
と
同
一
と
み
て
よ
か
ろ
う
と
判
断
で
き
る
。
ま

た
絵
相
に
つ
い
て
は
三
本
が
同
一
の
構
図
で
描
か
れ
つ
つ
も
、
康
楽
寺
本
、
康
永
本
、

照
願
寺
本
の
順
で
描
き
込
み
が
増
え
て
来
る
こ
と
が
明
瞭
に
観
察
で
き
る
。

　

つ
ま
り
康
楽
寺
本
は
明
ら
か
に
康
永
本
、
照
願
寺
本
と
同
一
の
時
期
に
、
と
も
に

康
楽
寺
画
工
に
よ
っ
て
作
成
さ
れ
た
再
治
本
で
あ
る
と
み
て
間
違
い
な
か
ろ
う
。
そ

し
て
康
楽
寺
本
の
法
量
が
康
永
本
と
照
願
寺
本
に
比
べ
小
さ
い
こ
と
、
絵
の
描
き
込

み
が
少
な
い
こ
と
、
一
部
に
下
書
き
の
薄
墨
線
が
見
ら
れ
る
こ
と
を
勘
案
す
る
と
、

康
楽
寺
本
の
絵
は
康
永
本
に
先
立
っ
て
制
作
さ
れ
た
可
能
性
が
高
い
と
考
え
る
。

　

親
鸞
伝
絵
の
再
治
に
つ
い
て
は
、
前
述
の
よ
う
に
覚
如
が
康
永
本
奥
書
で
暦
応
二

（
一
三
三
九
）
年
に
得
た
「
或
本
」「
荒
本
」
に
基
づ
い
た
と
記
し
て
い
る
。
筆
者
は

当
初
、
康
楽
寺
本
が
こ
の
「
或
本
」「
荒
本
」
で
あ
る
可
能
性
を
想
定
し
た
が
、「
荒

本
」と
い
う
に
は
完
成
度
が
あ
ま
り
に
も
高
い
。
お
そ
ら
く
再
治
の
際
に「
或
本
」「
荒

本
」に
よ
っ
て
康
楽
寺
画
工
が
最
初
に
描
い
た
絵
が
康
楽
寺
本
の
絵
な
の
で
あ
ろ
う
。

こ
の
絵
に
つ
い
て
覚
如
が
細
か
な
修
正
意
見
を
出
し
、
そ
れ
を
承
け
て
本
願
寺
の
重

宝
と
な
る
こ
と
を
見
越
し
て
絵
が
念
入
り
に
大
型
の
料
紙
に
描
き
直
さ
れ
、
そ
こ
に

覚
如
が
老
眼
を
嘆
き
つ
つ
苦
労
し
て
書
い
た
詞
書
が
合
わ
さ
れ
て
完
成
し
た
の
が
康

永
二
（
一
三
四
三
）
年
の
康
永
本
な
の
で
あ
る
。

　

そ
し
て
翌
年
の
康
永
三
年
に
康
永
本
と
同
様
の
大
き
さ
で
作
ら
れ
た
の
が
照
願
寺

本
で
あ
る
が
、
照
願
寺
本
に
は
覚
如
が
各
巻
に
奥
書
（
外
題
）
を
記
し
て
い
る
と
こ

ろ
か
ら
、
こ
と
に
よ
る
と
当
初
か
ら
康
永
本
の
複
本
と
し
て
の
役
割
を
期
待
さ
れ
て

い
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
戦
乱
で
根
本
伝
絵
を
失
っ
た
覚
如
は
複
本
の
必
要
を
痛
感

し
て
い
た
は
ず
で
あ
る
。
そ
し
て
複
本
は
本
願
寺
と
同
じ
京
都
に
あ
る
よ
り
は
遠
く

離
れ
た
東
国
に
あ
っ
た
方
が
よ
い
と
判
断
さ
れ
、
申
し
出
の
あ
っ
た
東
国
在
住
の
親

鸞
帰
依
者
に
特
別
に
康
永
本
同
様
の
伝
絵
制
作
が
許
可
さ
れ
、
こ
の
東
国
在
住
者
の

意
見
も
入
れ
て
絵
の
細
部
が
さ
ら
に
描
き
加
え
ら
れ
て
照
願
寺
本
が
制
作
さ
れ
て
東

国
へ
伝
わ
っ
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
た
だ
詞
書
に
つ
い
て
は
老
齢
の
覚
如
に
再
び

筆
を
執
る
余
力
は
な
く
、
覚
如
の
知
己
で
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
能
筆
家
に
委
託
さ
れ
る

こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
り
、
覚
如
は
各
巻
に
奥
書
（
外
題
）
の
み
を
記
し
た
の
で
あ

る
。

　

そ
し
て
、
こ
の
前
後
に
康
楽
寺
本
の
詞
書
も
こ
の
能
筆
家
に
依
頼
さ
れ
た
と
筆
者

は
考
え
る
。
繰
り
返
し
述
べ
た
よ
う
に
照
願
寺
本
と
康
楽
寺
本
の
筆
跡
は
同
一
と
判

断
で
き
る
。
ま
た
照
願
寺
本
の
「
儲
君
」
と
康
楽
寺
本
の
「
儲
宮
」
の
よ
う
な
相
違

も
あ
る
が
、総
じ
て
両
本
の
詞
書
は
康
永
本
と
比
較
し
て
も
差
異
が
非
常
に
少
な
く
、

覚
如
か
ら
渡
さ
れ
た
康
永
本
稿
本
と
は
若
干
異
な
る
稿
本
に
よ
り
両
本
の
詞
書
が
書

か
れ
た
と
考
え
て
も
差
し
支
え
な
い
範
囲
で
あ
る
よ
う
に
考
え
ら
れ
る
。

　

康
楽
寺
本
に
は
成
立
時
期
に
つ
い
て
何
も
記
さ
れ
て
い
な
い
の
で
あ
る
が
、
前
述

の
よ
う
に
絵
は
明
ら
か
に
康
永
本
に
先
行
し
て
お
り
、
い
わ
ば
康
永
本
の
プ
ロ
ト
タ

イ
プ
（
原
案
）
と
し
て
描
か
れ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

　

以
上
、
今
ま
で
知
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
康
楽
寺
本
に
つ
い
て
そ
の
内
容
を
紹
介
し

つ
つ
、
康
永
本
お
よ
び
照
願
寺
本
と
対
比
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
親
鸞
伝
絵
再
治
本
の

各
本
の
特
徴
に
つ
い
て
論
じ
た
。
筆
者
は
こ
の
過
程
を
通
し
て
、
康
楽
寺
本
を
介
在

さ
せ
る
こ
と
に
よ
り
康
永
本
と
照
願
寺
本
の
違
い
に
つ
い
て
も
検
討
の
余
地
が
拡
大



康
楽
寺
本
の
親
鸞
伝
絵
に
つ
い
て

三
七

し
て
き
た
よ
う
に
感
ず
る
。
照
願
寺
本
と
康
楽
寺
本
と
に
よ
り
、
晩
年
の
覚
如
が
心

血
を
注
い
だ
康
永
本
に
つ
い
て
の
、
い
わ
ば
三
角
測
量
が
可
能
に
な
る
の
で
あ
り
、

そ
の
意
味
で
も
康
楽
寺
本
の
史
料
的
価
値
は
高
い
と
い
え
よ
う
。

　

ま
た
前
述
の
よ
う
に
、
康
楽
寺
京
都
説
に
よ
っ
て
信
濃
康
楽
寺
に
つ
い
て
の
古
く

か
ら
の
伝
承
が
否
定
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
信
濃
の
康
楽
寺
に
康
永
本
、
照
願
寺
本

と
同
時
期
に
作
成
さ
れ
た
、
ほ
ぼ
同
一
内
容
の
親
鸞
伝
絵
が
伝
え
ら
れ
て
き
た
と
い

う
事
実
は
き
わ
め
て
重
く
、京
都
説
に
つ
い
て
も
再
検
討
が
必
要
に
な
る
の
で
あ
る
。

筆
者
は
別
稿
に
お
い
て
京
都
説
否
定
論
を
提
示
す
る
予
定
で
あ
る
。

結
び

　

康
楽
寺
本
の
親
鸞
伝
絵
に
つ
い
て
、
康
永
本
、
照
願
寺
本
と
対
比
し
つ
つ
、
以
下

の
こ
と
を
論
じ
た
。

（
1
）
長
野
市
篠
ノ
井
塩
崎
の
康
楽
寺
に
所
蔵
さ
れ
る
康
楽
寺
本
は
近
代
に
入
っ
て

か
ら
康
楽
寺
の
檀
家
宅
土
蔵
に
保
管
さ
れ
て
い
た
期
間
が
長
か
っ
た
た
め
、
ほ
と
ん

ど
研
究
者
の
目
に
触
れ
る
こ
と
な
く
今
日
に
至
っ
て
い
る
。
か
つ
て
資
料
調
査
で
康

楽
寺
を
訪
れ
た
研
究
者
が
目
に
し
た
の
は
江
戸
時
代
に
作
成
さ
れ
た
写
本
で
あ
っ

た
。

（
2
）
康
楽
寺
本
は
四
巻
本
で
「
本
願
寺
聖
人
親
鸞
傳
繪
」
と
い
う
内
題
が
あ
る
。

康
永
本
、
照
願
寺
本
の
よ
う
な
大
型
本
で
は
な
く
、
通
常
の
絵
巻
物
と
同
様
の
法
量

で
あ
る
。

（
3
）
康
楽
寺
本
の
詞
書
は
、
康
永
本
、
照
願
寺
本
と
ほ
ぼ
同
一
で
あ
り
、
そ
の
筆

跡
は
照
願
寺
本
と
同
じ
で
あ
る
と
判
断
で
き
る
。
し
か
し
誰
の
筆
跡
な
の
か
は
特
定

で
き
な
か
っ
た
。

（
4
）
康
楽
寺
本
の
絵
相
に
つ
い
て
は
、構
図
は
康
永
本
、照
願
寺
本
と
同
一
で
あ
る
。

そ
し
て
康
楽
寺
本
、
康
永
本
、
照
願
寺
本
の
順
で
描
き
込
み
が
増
え
て
い
く
こ
と
が

観
察
さ
れ
る
。

（
5
）
康
楽
寺
本
は
康
永
本
、
照
願
寺
本
と
同
一
時
期
に
制
作
さ
れ
、
絵
に
つ
い
て

は
康
楽
寺
画
工
の
円
寂
と
宗
舜
に
よ
り
三
本
の
な
か
で
最
初
に
描
か
れ
た
と
考
え
ら

れ
る
。注

（
1
）　

永
仁
三
（
一
二
九
五
）
年
一
〇
月
一
二
日
に
完
成
し
た
最
初
の
親
鸞
伝
絵
は
、

後
述
の
澤
村
専
太
郎
以
来
「
初
稿
本
」
と
呼
称
さ
れ
て
き
た
。「
初
稿
本
」
と
呼

ん
で
も
差
し
支
え
な
い
の
で
あ
る
が
、
同
年
一
二
月
一
三
日
の
年
紀
が
記
さ
れ

た
専
修
寺
所
蔵
『
善
信
聖
人
親
鸞
伝
絵
』（
高
田
本
）
も
初
稿
本
と
称
さ
れ
る
こ

と
が
あ
り
、
用
語
が
や
や
混
乱
し
て
い
る
。
康
楽
寺
本
に
は
、
こ
の
最
初
の
伝

絵
に
あ
っ
た
奥
書
を
「
根
本
奥
書
」
と
記
し
て
い
る
こ
と
か
ら
「
根
本
伝
絵
」

と
名
づ
け
る
方
が
当
時
の
い
い
方
に
近
い
の
で
は
な
い
か
と
愚
考
す
る
。

（
2
）　

澤
村
専
太
郎
「
康
楽
寺
流
の
画
家
に
就
い
て
」（
同
『
日
本
絵
画
史
の
研
究
』
星

野
書
店
、
一
九
三
一
年
）
二
四
五
─
二
四
六
頁
。
初
出
一
九
二
〇
─
二
一
年
。

（
3
）　

日
下
無
倫
『
総
説
親
鸞
伝
絵
』（
史
籍
刊
行
会
、
一
九
五
八
年
）
三
四
─
四
一
頁
。

（
4
）　

康
楽
寺
京
都
説
の
嚆
矢
と
な
る
論
文
が
司
田
純
道
「
康
楽
寺
流
の
画
家
に
就
い

て
」（『
日
本
仏
教
史
学
』
二
─
四
、
一
九
四
四
年
）
で
あ
る
。
こ
の
司
田
論
文

を
積
極
的
に
評
価
し
て
定
説
化
す
る
契
機
と
な
っ
た
研
究
が
平
松
令
三
の
「
総

説
親
鸞
聖
人
伝
絵
」（『
真
宗
重
宝
聚
英
』
第
五
巻
・
親
鸞
聖
人
伝
絵
、
同
朋
舎

出
版
、
一
九
八
九
年
）
と
「
善
信
聖
人
親
鸞
伝
絵
の
問
題
点
」（『
続
々
日
本
絵



同
朋
大
学
佛
教
文
化
研
究
所
紀
要
　
第
三
十
八
号

三
八

巻
物
大
成　

伝
記
・
縁
起
篇
一　

善
信
聖
人
親
鸞
伝
絵
』
中
央
公
論
社
、
一
九

九
四
年
）
で
あ
る
。

（
5
）　

昭
和
四
一
（
一
九
六
六
）
年
九
月
三
〇
日
に
篠
ノ
井
市
指
定
文
化
財
に
な
り
、

篠
ノ
井
市
が
長
野
市
と
合
併
し
た
た
め
長
野
市
指
定
文
化
財
と
し
て
引
き
継
が

れ
て
い
る
。『
篠
ノ
井
市
指
定
文
化
財
調
査
報
告
書
』（
一
九
六
六
年
）
で
は
米

山
一
政
が
「
書
写
年
代
及
び
書
写
人
に
つ
い
て
は
明
確
で
な
い
。
恐
ら
く
は
室

町
時
代
頃
の
も
の
と
す
べ
き
か
」
と
記
し
て
い
る
。

（
6
）　

康
楽
寺
本
に
つ
い
て
村
松
加
奈
子
は
『
浄
土
真
宗
と
本
願
寺
の
名
宝
Ⅰ
─
受
け

継
が
れ
る
美
と
こ
こ
ろ
─
』（
龍
谷
大
学
龍
谷
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
、
二
〇
一
六
年
）

一
四
八
頁
で
「
そ
の
作
風
は
覚
如
晩
年
の
絵
巻
、
と
り
わ
け
東
本
願
寺
所
蔵
の

康
永
本
（
中
略
）
に
近
似
し
、
同
じ
工
房
で
描
か
れ
た
可
能
性
も
想
定
さ
れ
る
。

詞
書
も
含
め
て
慎
重
な
検
討
が
必
要
だ
が
、
も
し
如
上
の
推
測
が
妥
当
で
あ
れ

ば
、
康
楽
寺
本
は
覚
如
が
手
が
け
た
貴
重
な
一
本
と
し
て
各
別
の
意
義
を
持
つ
。

（
中
略
）
い
わ
ゆ
る
「
康
楽
寺
派
」
の
画
業
に
つ
い
て
は
所
説
あ
る
が
、
本
図
の

存
在
が
謎
多
き
真
宗
美
術
史
の
研
究
に
画
期
を
な
す
も
の
と
期
待
し
た
い
」
と

述
べ
て
い
る
。

（
7
）　

前
掲
、
澤
村
専
太
郎
『
日
本
絵
画
史
の
研
究
』
二
四
六
頁
。

（
8
）　

前
掲
、
日
下
無
倫
『
総
説
親
鸞
伝
絵
』
四
四
頁
。

（
9
）　

藤
原
猶
雪
『
親
鸞
伝
絵
の
研
究
』（
法
藏
館
、
一
九
五
四
年
）
二
五
二
頁
。

（
10
）　

前
掲
、
司
田
純
道
「
康
楽
寺
流
の
画
家
に
就
い
て
」。

（
11
）　

宮
崎
圓
遵
『
照
願
寺
蔵
（
重
要
文
化
財
）
本
願
寺
聖
人
親
鸞
伝
絵
解
説
書
』（
大

法
輪
閣
、
一
九
七
九
年
）。

（
12
）　
『
親
鸞
聖
人
真
蹟
集
成
』
第
二
巻
（
法
藏
館
、
一
九
七
四
年
）
六
七
一
頁
。

（
13
）　

三
条
公
忠
が
揮
毫
者
で
あ
る
と
い
う
の
は
照
願
寺
に
あ
る
寛
文
五
（
一
六
六
五
）

年
の
畠
山
牛
菴
極
書
に
よ
る
こ
と
が
前
掲
、
日
下
無
倫
『
総
説
親
鸞
伝
絵
』
四

五
頁
に
記
さ
れ
て
い
る
。

（
14
）　

津
田
徹
英
「
佛
光
寺
本
『
善
信
聖
人
親
鸞
伝
絵
』
の
制
作
時
期
を
め
ぐ
っ
て
」（『
美

術
研
究
』
四
〇
八
、
二
〇
一
三
年
）。

（
15
）　

宮
崎
圓
遵
は
、
六
角
夢
想
が
伝
絵
下
巻
第
二
段
の
稲
田
興
法
に
対
応
し
た
自
行

他
化
の
関
係
に
あ
り
「
救
世
観
音
の
告
命
は
念
仏
弘
通
の
意
味
に
解
さ
れ
て
い

る
」
と
す
る
。
宮
崎
圓
遵
「
本
願
寺
聖
人
親
鸞
伝
絵
私
記
」（『
宮
崎
圓
遵
著
作
集
』

第
二
巻
、
思
文
閣
出
版
、
一
九
八
六
年
、
三
六
四
頁
）。

（
16
）　

神
社
に
つ
い
て
は
定
専
坊
本
に
は
あ
る
が
、
弘
願
本
に
は
描
か
れ
て
い
な
い
。

ま
た
弘
願
本
の
救
世
観
音
は
高
田
本
の
よ
う
に
蓮
台
に
立
っ
て
い
る
。

（
17
）　
『
新
版
絵
巻
物
に
よ
る
日
本
常
民
生
活
絵
引
』
第
四
巻
（
平
凡
社
、
一
九
八
四
年
）

二
一
頁
。

（
18
）　

宮
崎
圓
遵
「『
親
鸞
聖
人
御
因
縁
』
な
ら
び
に
『
秘
伝
抄
』
に
つ
い
て
」（
同
『
初

期
真
宗
の
研
究
』
永
田
文
昌
堂
、
一
九
七
一
年
）
な
ど
。
宮
崎
は
「
真
仏
因
縁
」

が
『
親
鸞
伝
絵
』
よ
り
時
代
的
に
先
行
す
る
根
拠
と
し
て
「
真
仏
因
縁
が
原
初

的
で
あ
る
こ
と
が
感
取
さ
れ
、
お
そ
ら
く
『
伝
絵
』
は
上
記
の
よ
う
な
真
仏
因

縁
を
素
材
と
し
た
も
の
で
あ
る
こ
と
が
想
察
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
。
す
な
わ
ち
覚

如
が
真
仏
因
縁
、少
な
く
と
も
そ
の
趣
の
説
話
を
改
訂
し
た
の
が
、右
の
『
伝
絵
』

の
一
節
で
あ
ろ
う
」（
同
書
三
八
三
頁
）
と
す
る
。

（
19
）　
『
特
選
神
名
牒
』（
内
務
省
、
一
九
二
五
年
）
は
常
陸
国
那
賀
郡
の
大
井
神
社
の

項
（
三
七
五
頁
）
で
「
親
鸞
傳
に
那
賀
郡
西
部
大
部
鄕
と
あ
る
は
今
の
飯
富
村

に
て
飯
富
は
飫
富
の
訛
り
大
部
は
飫
富
の
訛
音
」
と
し
て
い
る
。

（
20
）　

前
掲
、
日
下
無
倫
『
総
説
親
鸞
伝
絵
』
四
四
一
─
四
四
二
頁
。

（
21
）　

田
中
稔
「
侍
・
凡
下
考
」（
同
『
鎌
倉
幕
府
御
家
人
制
度
の
研
究
』
吉
川
弘
文
館
、

一
九
九
一
年
）。

（
22
）　
『
国
史
大
辞
典
』
中
間
の
項
（
執
筆
・
関
幸
彦
）。

（
23
）　

西
岡
芳
文
「
阿
佐
布
門
徒
の
輪
郭
」（『
三
田
中
世
史
研
究
』
一
〇
、二
〇
〇
三
年
）、

同
「
初
期
真
宗
へ
の
タ
イ
ム
・
ト
リ
ッ
プ
」（『
日
本
の
美
術
』
四
八
八
・
中
世

真
宗
の
美
術
、
二
〇
〇
七
年
）。

（
24
）　

拙
論
「
木
曽
谷
東
野
阿
弥
陀
堂
初
期
真
宗
本
尊
に
関
す
る
考
察
」（
拙
書
『
中
世

地
域
社
会
と
仏
教
文
化
』
法
藏
館
、
二
〇
〇
九
年
）。

（
25
）　

た
だ
し
前
掲
、『
新
版
絵
巻
物
に
よ
る
日
本
常
民
生
活
絵
引
』
第
四
巻
、
二
一
頁

で
は
親
鸞
の
着
衣
を
「
法
衣
」
と
し
て
い
る
。

（
26
）　

前
掲
、『
新
版
絵
巻
物
に
よ
る
日
本
常
民
生
活
絵
引
』
第
四
巻
、
九
頁
。

（
27
）　

前
掲
、
津
田
徹
英
「
佛
光
寺
本
『
善
信
聖
人
親
鸞
伝
絵
』
の
制
作
時
期
を
め
ぐ
っ

て
」。

（
28
）　
『
中
世
法
制
史
料
集
』
第
一
巻
鎌
倉
幕
府
法
（
岩
波
書
店
、
一
九
五
五
年
）
二
六

四
頁
。



康
楽
寺
本
の
親
鸞
伝
絵
に
つ
い
て

三
九

（
29
）　
『
中
世
法
制
史
料
集
』
第
二
巻
室
町
幕
府
法
（
岩
波
書
店
、一
九
五
七
年
）
四
一
頁
。

（
30
）　

佐
藤
進
一
は
「
雑
人
」
と
は
凡
下
・
甲
乙
人
と
同
義
と
す
る
。
佐
藤
進
一
『
鎌

倉
幕
府
訴
訟
制
度
の
研
究
』（
岩
波
書
店
、
一
九
九
三
年
）
二
五
頁
。

［
付
記
］

　

康
楽
寺
本
の
熟
覧
と
写
真
掲
載
に
あ
た
っ
て
は
、
康
楽
寺
住
職
の
海
野
幸
親
師
よ

り
特
段
の
配
慮
を
い
た
だ
い
た
。
篤
く
御
礼
申
し
上
げ
る
。
ま
た
康
楽
寺
本
以
外
の

親
鸞
伝
絵
諸
本
に
つ
い
て
は
、
小
山
正
文
『
大
系
真
宗
史
料
』［
特
別
巻
］
絵
巻
と

絵
詞
（
法
藏
館
、
二
〇
〇
六
年
）
を
参
照
し
た
。

　

本
稿
は
、
二
〇
一
六
年
一
二
月
一
七
日
お
よ
び
二
〇
一
八
年
二
月
一
八
日
の
古
代

中
世
史
研
究
会
（
長
野
市
）、
二
〇
一
七
年
九
月
一
六
日
の
佛
教
史
学
会
例
会
、
同

年
十
一
月
三
〇
日
の
同
朋
大
学
仏
教
文
化
研
究
所
真
宗
史
研
究
会
で
お
こ
な
っ
た
口

頭
発
表
の
一
部
に
基
づ
い
て
い
る
。
そ
れ
ぞ
れ
の
研
究
会
で
は
参
加
者
か
ら
貴
重
な

教
示
を
た
ま
わ
っ
た
。

　

な
お
康
楽
寺
本
の
写
真
は
筆
者
が
手
持
ち
の
カ
メ
ラ
で
撮
影
し
た
も
の
で
あ
る
。

康
永
本
の
写
真
は
東
本
願
寺
の
提
供
で
あ
り
、
照
願
寺
本
に
つ
い
て
は
『
照
願
寺
蔵

（
重
要
文
化
財
）
本
願
寺
聖
人
親
鸞
伝
絵
』（
大
法
輪
閣
、
一
九
七
九
年
）
か
ら
筆
者

が
撮
影
し
た
写
真
を
照
願
寺
の
許
諾
を
い
た
だ
い
た
う
え
で
掲
載
し
た
。




